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丹
後
沿
海
地
域
の
漁
業
生
産
恥
よ
び
流
通
に
関
ナ
る
歴
史
地
理
学
的
研
究

呈註
」ヨ.

治

田

中

一
、
研

目

自。

究

第
二
次
大
戦
後
、
漁
業
民
主
化
の
一
環
と
し
て
、
新
漁
業
法
の
施
行
、
漁
業
協
同
組
合
の
組
織
等
が
進
展
し
、
我
国
漁
業
は
急
速
に
近

代
化
を
す
す
め
た
。

し
か
し
な
が
ら
近
代
化
の
程
度
に
は
か
な
り
の
地
域
差
が
生
じ
、
新
漁
業
法
の
受
容
形
態
、
漁
協
の
自
主
的
活
動
は
千
差
万
別
の
状
態

で
あ
る
。

近
世
封
建
体
制
下
に
お
け
る
丹
後
沿
海
漁
民
は
領
主
権
力
と
結
ん
だ
問
屋
資
本
の
搾
取
の
も
と
で
再
生
産
資
本
の
蓄
積
を
阻
ま
れ
、
し

ば
し
ば
生
治
維
持
の
危
機
に
逢
着
し
た
が
、
そ
の
故
に
、
自
衛
の
手
段
と
し
て
漁
民
相
互
の
組
織
化
を
進
め
、
問
屋
と
の
抗
争
は
数
次
の

挫
折
を
経
験
し
つ
つ
も
根
づ
よ
く
進
め
、
幕
末
に
は
そ
の
勢
力
も
強
化
し
、
明
治
十
年
代
に
は
漁
民
勢
力
と
問
屋
の
支
配
権
力
と
は
伯
中
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段
階
に
達
し
、
明
治
二
十
四
年
に
は
幾
多
の
問
題
点
は
内
包
し
つ
つ
も
、
流
通
機
構
の
漁
民
的
形
態
の
設
立
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
幾
多

の
曲
折
は
経
た
が
、
組
織
を
強
化
し
、
昭
和
九
年
に
は
漁
業
組
合
を
基
盤
と
し
た
水
産
物
販
売
の
自
主
的
体
制
を
樹
立
し
た
。
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こ
う
し
た
歴
史
的
体
験
に
よ
り
、
戦
後
の
漁
業
民
主
化
の
趣
旨
は
積
極
的
、
現
実
的
に
受
容
さ
れ
、
新
漁
業
法
の
消
化
、
新
漁
協
の
結

成
は
最
も
早
く
、
且
つ
、
地
域
性
に
適
合
し
て
活
動
は
進
展
し
た
。
特
に
漁
協
の
連
合
体
(
漁
連
)

の
活
動
は
強
力
で
、
丹
後
全
域
の
水

産
物
産
地
流
通
の
機
能
を
掌
握
し
、
水
産
物
共
販
体
制
を
確
立
し
た
。
従
っ
て
近
世
に
お
い
て
漁
民
を
収
奪
し
た
問
屋
勢
力
は
現
在
に
お

い
て
は
根
絶
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
丹
後
沿
海
の
漁
業
生
産
構
造
と
漁
民
的
流
通
形
態
の
成
立
過
程
を
近
世
以
降
の
推
移
を
通
じ
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る。
歴
史
的
史
料
は
府
漁
連
の
提
供
及
び
京
都
府
水
産
課
よ
り
の
回
答
に
よ
る
も
の
が
主
で
、
岩
崎
英
精
氏
の
「
京
都
府
漁
業
の
歴
史
」
を

併
せ
使
用
し
、
統
計
資
料
は
京
都
統
計
調
査
事
務
所
の
水
産
統
計
と
漁
連
刊
行
の
四
五
年
度
統
計
集
に
よ
っ
た
。

ニ
、
生
産
面
か
ら
見
た
る
京
都
府
漁
業

京
都
統
計
調
査
事
務
所
の
水
産
統
計
に
よ
っ
て
漁
業
種
別
の
漁
獲
日
(
属
人
)
、

一
水
揚
(
属
地
)
状
況
を
要
約
す
る
と
第
一
表
の
如
く
に

な
る
。こ
れ
に
よ
る
と
属
人
漁
獲
高
は
二
万
一
千
ト
ン
余
、
属
地
水
揚
高
は
一
万
四
千
ト
ン
弱
で
、
そ
の
差
は
八
千
ト
ン
近
く
な
っ
て
い
る
。

遠
洋
底
曳
は
京
都
の
漁
業
に
は
全
然
水
揚
げ
し
な
い
か
ら
属
地
統
計
は
零
と
な
っ
て
い
る
。

中
型
旋
網
も
属
人
で
は
九
千
ト
ン
近
い
漁
獲
を
示
す
が
京
都
の
漁
港
に
水
揚
げ
す
る
の
は
そ
の
四
割
の
三
千
八
百
ト
ン
程
度
で
、

五
千

ト
ン
近
く
は
他
の
地
区
に
水
揚
げ
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
遠
洋
底
曳
の
全
部
と
中
型
旋
網
(
機
船
巾
着
網
)

の
大
半
は
そ
の
操
業
地
域
が
京
都
近
海
に
な
く
、
水
揚
げ
も
京
都
以
外
の
大
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昭和44年度京都府漁獲量(t ) 第1表
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漁
港
に
行
な
わ
れ
て
い
る
事
が
予
想
さ
れ

る。
遠
洋
底
曳
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
れ
は

北
転
船
で
、
漁
場
は
北
洋
、
魚
種
は
「
す

け
そ
う
鱈
」
で
、
水
揚
港
は
釧
路
・
根
室

の
一
一
港
で
あ
る
o

属
人
統
計
面
で
は
舞
鶴

港
に
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
遠
洋
底

曳
の
経
営
者
が
舞
鶴
に
居
住
し
、
船
籍
が

舞
鶴
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

昭
和
四
十
三
年
度
は
漁
獲
高
(
属
人
)

は
四
千
四
百
ト
ン
弱
で
、
同
年
度
京
都
府

全
漁
業
の
漁
獲
量
二
万
五
千
ト
ン
の
一
七

%
に
当
っ
て
い
る
。
四
十
四
年
度
は
二
、

中
型
旋
網
漁
業
、
す
な
わ
ち
機
船
巾
着
網
漁
業
は
遠
洋
底
曳
漁
業
よ
り
更
に
漁
獲
と
水
揚
げ
の
関
係
が
複
雑
で
あ
る
o

昭
和
四
十
三
年

1 

2 

3 

498 

468 

636 
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度
の
属
人
統
計
は
漁
獲
高
一

O
、
七
三
二
ト
ン
で
、
そ
の
記
帳
港
は
伊
根
・
蒲
入
の
二
港
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
伊
根
・
蒲
入
に
経

網

網

-

一

業
介
藻
一
十
一

乙

封
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↑

そ
採
採
一
合
一

営
主
体
主
が
居
住
し
、
船
籍
が
そ
こ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
現
実
の
水
揚
げ
は
鳥
取
県
の
境
港
に
七
五
ト
ン
、
北
海
道
の
根
室
と
釧
路
の

13 

14 

15 

16 

17 

19 

12 
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二
港
に
六
、
一
二

0
0ト
ン
、
新
潟
港
に
三

O
四
ト
ン
、
計
六
、
六
七
九
ト
ン
が
県
外
に
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る

1
3
こ
れ
は
漁
場
が
山
陰

漁
場
す
な
わ
ち
境
港
沖
合
隠
岐
近
海
で
操
業
す
る
も
の
と
、
新
潟
沖
合
佐
渡
近
海
の
越
佐
漁
場
で
操
業
す
る
も
の
と
北
海
道
の
道
東
道
南

漁
場
で
操
業
す
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
も
よ
り
の
大
漁
港
に
水
揚
げ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
宮
古

る
。
伊
根
・
蒲
入
水
揚
で
は
な
い
。

県
内
に
は
四
、

O
五
三
ト
ン
が
水
揚
げ
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
若
狭
湾
及
び
近
海
操
業
の
巾
蒼
漁
業
に
よ
る
も
の
で
水
揚
港
は
宮
津
で
あ

戦後鯖巾着網漁業の急増

，I~註之竺|昭 22 I 23 24 

貫 貫 貫
i 鮪大謀網 3，109 109 4，512 

l鯛 落 網 174，973 79，643 110，055 

鰯 落 網 286 

!鰯 瓢 網 436，926 594，784 943，644 

(その他の定置 4，841 22，316 39，836 

巾 着 網 155，669 762，963 2，824，396 

その他旋網 3，956 1，203 10，618 

I ~幾船底曳網 420， 8821 530， 5351 425， 792 

計 1，440， 8831 2， 945， 8491 4， 811， 349 

第2表

四
十
四
年
度
は
宮
津
水
揚
量
は
三
、
八
七

0
ト
ン
で
、
県
外
水
揚
は
四
、
九

七
六
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

右
の
よ
う
な
漁
獲
と
水
揚
げ
の
分
化
し
た
歴
史
的
経
過
を
た
ど
っ
て
見
る
と

次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

資料・・・・・・若狭湾漁場調査統計

昭
和
三
年
に
京
都
府
水
産
試
験
場
黒
田
勤
技
手
が
千
葉
県
よ
り
導
入
し
た
鯖

巾
着
網
漁
業
の
技
法
を
試
験
操
業
し
て
成
功
を
お
さ
め
、
昭
和
八
年
に
は
丹
後

沿
岸
に
三
十
五
統
の
鯖
巾
着
が
活
躍
し
た
ハ
3
〉

O

昭
和
八
年
か
ら
十
一
年
頃
ま
で
は
豊
漁
で
、
下
関
の
林
兼
(
太
洋
漁
業
)
を

始
め
、
府
外
の
企
業
資
本
が
京
都
府
漁
民
の
名
を
借
り
て
許
可
を
と
り
、
大
規

模
操
業
を
な
し
「
濫
獲
酷
漁
」
と
地
元
業
者
か
ら
評
さ
れ
る
如
き
操
業
を
な

し
、
十
二
年
以
降
漁
獲
は
急
減
し
、
十
五
年
に
は
操
業
統
数
は
僅
か
に
八
統
と

F
a
A

つ
n
-

。

ヂ
t

d

守
d



そ
の
後
第
二
次
大
戦
期
に
突
入
し
、
回
復
を
見
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
に
は
第
二
表
に
示
す
が
如
き
急
増
現
象
が

惹
起
さ
れ
た
。
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こ
れ
は
山
陰
・
北
陸
一
帯
に
見
ら
れ
た
現
象
で
、
鳥
取
県
境
港
を
根
拠
と
す
る
山
陰
沖
機
船
巾
着
網
の
急
増
と
同
傾
向
を
示
し
て
い

る。
又
、
京
都
府
に
お
け
る
鯖
巾
着
網
漁
業
は
「
若
狭
湾
鯖
巾
着
網
漁
業
」
と
称
さ
れ
る
如
く
、
若
狭
湾
及
び
そ
の
沖
合
を
漁
場
と
す
る
中

型
機
船
巾
着
網
で
、
福
井
県
・
京
都
の
両
府
県
に
ま
た
が
る
沖
合
漁
業
で
、
水
揚
港
も
、
敦
賀
・
小
浜
・
舞
鶴
・
宮
津
の
四
港
を
拠
点
と

し
た
も
の
で
あ
る

7
y

昭
和
二
十
四
年
の
福
井
県
漁
業
種
別
水
揚
統
計
で
は
定
置
が
六
十
万
貫
で
十
二
%
、
鯖
巾
着
が
二
三
四
万
貫
で
四
八
%
と
、
京
都
の
比

重
と
全
く
同
一
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

此
の
戦
後
の
鯖
巾
着
の
隆
盛
は
漁
場
が
若
狭
湾
及
び
そ
の
近
海
に
あ
る
聞
の
み
、
前
記
地
元
漁
港
に
水
揚
を
可
能
に
し
た
が
、
魚
群
の

回
遊
が
若
狭
湾
岸
か
ら
遠
ざ
か
る
と
、
新
し
い
漁
場
を
求
め
て
漁
船
は
移
動
す
る
の
で
、
前
記
の
如
く
、
北
海
道
・
新
潟
・
鳥
取
と
水
揚

地
が
変
化
し
て
行
く
。

伊
根
・
蒲
一
入
ニ
統
の
巾
着
網
漁
業
は
盛
時
三
十
五
統
を
算
し
た
数
か
ら
見
れ
ば
誠
に
僅
少
な
状
態
で
今
昔
の
感
が
つ
よ
い
。

右
の
遠
洋
底
曳
・
機
船
巾
着
漁
業
を
除
く
と
属
人
・
属
地
統
計
で
京
都
府
漁
業
を
支
え
て
い
る
の
は
定
置
漁
業
で
あ
る
。

京
都
の
定
置
網
漁
業
は
羽
原
の
研
究
以
来
精
密
な
分
析
が
な
き
て
い
る
の
で
再
説
は
避
け
る
が
中
世
以
来
の
推
移
の
中
で
特
に
技
術
的
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な
変
化
と
し
て
注
目
す
べ
き
事
は
、
刺
網
漁
業
か
ら
落
網
漁
業
へ
の
変
化
で
あ
る
。

近
世
中
期
の
経
営
形
態
と
し
て
は
羽
原
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
如
く
、
鯛
刺
網
漁
業
は
百
姓
株
化
さ
れ
、
大
村
亀
島
七
五
株
、
平
田
村



198 

三
十
七
株
、
日
出
村
十
二
株
の
合
計
百
二
十
四
株
(
一
株
は
師
刺
網
四
側
二
場
で
あ
る
)

で
、
こ
の
株
持
の
共
同
漁
場
・
共
同
漁
揖
・
共

同
漁
獲
で
あ
っ
た
官
〉
O

従
っ
て
、
株
を
持
つ
者
、
持
た
せ
ぬ
者
と
の
聞
に
は
社
会
的
経
済
的
に
大
き
な
差
異
が
存
在
し
た
。
株
を
持
つ
も
の
を
百
姓
、
持
た
ぬ

も
の
水
呑
と
称
し
、
百
姓
だ
け
が
祭
記
し
た
八
坂
神
社
の
宮
役
は
一
定
の
百
姓
の
み
に
限
ら
れ
、
こ
の
百
姓
株
は
「
役
儀
」
と
称
さ
れ
、

特
権
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
伊
根
の
主
要
部
を
構
成
す
る
上
記
三
村
は
特
殊
な
共
同
体
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

近
世
末
期
に
い
た
る
と
株
の
細
分
化
、
漁
場
の
拡
大
も
見
ら
れ
る
が
、
現
在
の
落
網
型
式
の
定
置
に
技
術
革
新
が
な
さ
れ
た
の
は
明
治

期
に
入
っ
て
で
あ
る
。

鯛
大
敷
網
の
布
き
込
み
が
明
治
三
十
八
年
(
一
九

O
五
)
に
伊
根
村
で
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
高
知
県
上
加
江
町
漁
業
組
合
長
窪
添

慶
吉
及
び
岡
村
徳
馬
と
伊
根
と
の
共
同
事
業
で
あ
っ
た
〈
6
V

実
施
の
結
呆
は
漁
獲
高
は
一
万
六
百
円
余
と
な
り
刺
網
と
の
漁
獲
の
大
差
が
立
証
さ
れ
た
。
一
二
十
九
年
よ
り
本
格
実
施
と
な
り
、
成
績

は
向
上
し
、
四
十
一
年
決
算
で
は
拾
七
万
七
千
円
の
漁
獲
に
達
し
た
。
将
に
革
命
的
な
成
功
で
、
以
来
、
刺
網
漁
法
は
消
滅
し
た
〈
7
3

伊
根
の
成
功
と
併
行
し
て
田
井
・
成
生
の
技
術
革
新
も
実
施
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
高
式
の
導
入
で
あ
る
。
明
治
三
九
年
に
日
高
式

鯛
落
網
の
発
明
者
、
日
高
亀
三
の
子
の
日
高
栄
三
郎
が
田
井
に
、
前
記
窪
添
慶
吉
が
成
生
に
敷
込
み
を
行
な
っ
た
。
両
者
と
も
成
功
し
、

四
十
年
に
は
落
網
式
鯛
大
敷
網
は
若
狭
湾
に
定
着
し
た
。
し
か
し
、

い
た
る
所
に
施
設
が
増
加
し
て
弊
害
を
招
来
し
、
漁
場
紛
争
を
誘
発

せ
し
め
る
に
い
た
っ
た
。

そ
の
他
の
沿
岸
漁
業
に
つ
い
て
は
従
来
の
慣
行
を
基
と
し
て
改
良
を
加
え
て
漁
獲
に
当
る
の
で
あ
る
が
、
生
産
規
模
が
小
で
あ
る
の
で

漁
獲
の
急
増
と
言
う
事
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。



倍
、
上
記
の
よ
う
な
主
要
漁
業
の
漁
獲
と
水
揚
の
歴
史
的
性
格
の
上
に
如
何
な
る
産
地
流
通
が
行
な
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

丹後沿海地域の漁業生産および流通に関する歴史地理学的研究

、
出
荷
・
集
荷
か
ら
見
た
京
都
府
漁
港

京
都
府
漁
業
の
産
地
市
場
の
性
格
を
調
査
し
て
い
る
と
不
思
議
な
現
象
に
気
が
つ
く
、
そ
の
一
つ
は
産
地
に
お
け
る
統
計
処
理
上
の
解

釈
が
水
産
統
計
事
務
所
の
判
断
と
京
都
府
漁
業
組
合
連
合
会
の
解
釈
の
異
る
事
で
あ
る
(
立
。

例
を
伊
根
に
と
っ
て
み
る
と
、
水
産
統
計
で
は
一
九
六
九
年
度
属
人
統
計
と
属
地
統
計
を
共
に
七
、
九
八
五
ト
ン
と
し
て
同
一
に
示
し

て
い
る
。
し
か
し
、
実
質
的
に
は
高
級
養
殖
魚
の
一
部
が
活
魚
輸
送
の
た
め
に
伊
根
港
で
水
揚
・
出
荷
さ
れ
る
の
み
で
、
大
量
は
伊
根
で

は
水
揚
げ
さ
れ
ず
、
当
然
伊
根
で
の
価
格
形
成
は
な
い
。
実
質
は
舞
鶴
・
宮
津
に
集
荷
さ
れ
、
そ
こ
の
市
場
で
上
場
さ
れ
、
価
格
形
成
が

な
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
、
伊
根
の
属
地
統
計
は
流
通
上
か
ら
見
れ
ば
「
名
目
的
水
揚
統
計
」
に
す
ぎ
な
い
。
名
目
上
、
そ
の
名
目
的
水
揚
量
の
数
字

を
舞
鶴
・
宮
津
で
伊
根
の
名
目
を
生
か
す
た
め
に
差
引
い
て
計
算
す
る
こ
と
は
な
し
て
も
舞
鶴
・
宮
津
に
実
質
集
荷
さ
れ
、
流
通
量
と
な

っ
て
い
る
の
は
確
実
な
の
で
、
舞
鶴
・
宮
津
の
集
荷
量
が
「
実
質
的
水
揚
量
」
で
あ
る
o

府
漁
連
は
後
者
を
採
用
し
、
こ
れ
を
流
通
の
実

態
と
し
、
府
漁
連
の
統
計
に
お
い
て
は
舞
鶴
・
宮
津
の
水
揚
高
と
考
え
て
い
る
。

舞
鶴
港
は
農
林
水
産
統
計
で
は
属
人
六
、
九

0
0ト
ン
、
属
地
二
、
四

0
0ト
ン
の
数
字
で
一
見
し
て
伊
根
よ
り
流
通
量
は
す
く
な
く

見
え
る
が
、
現
実
は
こ
れ
に
反
し
て
、
舞
鶴
魚
市
場
の
水
揚
量
は
二
一
、

0
0
0ト
ン
を
越
え
て
い
て
京
都
府
第
一
の
産
地
市
場
を
形
成
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し
て
い
る
。

理
論
的
に
は
府
漁
連
の
解
釈
が
現
実
的
で
あ
る
が
行
政
面
か
ら
は
現
在
尚
、
属
人
・
属
地
を
現
実
と
は
異
な
り
な
が
ら
も
一
致
さ
せ
て
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京都府沿海諸港における水産物の系統集荷内訳

下ょ
1955-59平均取 1960-64平均取
扱量 (トン) 物量 (トン)

備考
出荷量|集荷量 出荷量|集荷量

田 井 993 635 」

成 生 228 190 

野 原 228 234 

橋 183 183 

浜 183 183 

千 歳 165 

瀬 崎 54 

東 舞 鶴 280 39 45産地市場

舞 鶴 1，046 13，780 1，430 11，038 産地市場

四 折 15 

神 崎 82 

由 良 43 

栗 田 1，358 399 

宮 津 416 5，082 49 3，519 産地市場

i茸 尻 4 7 

江 尻 23 

白 置 248 

養 老 1， 121 794 

伊 根 2，991 2，848 一
新 井 崎 526 394 

朝 妻 359 200 

本 庄 351 290 

溝 入 939 1，942 

下 宇 )11 748 364 

竹 野 12 11 

問 人 1，511 1，042 1，005 1，009 産地市場

島 津 22 138 

網 野 644 444 709 763 産地市場

浜 詰 143 119 174 102 産地市場

湊 221 173 228 258 産地市場

久 美 浜 63 79 160 産地市場

そ の 他 5，191 4，671 

(京都府漁連編集.京都府沿海の水産統計.35年， 40年版による)

科
学
的
に
判
定
す
る
た
め
に
は
研
究
者
に
お
い
て
統
計
数
値
が
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
は
慎
重
に
検
討
す
る
事
が
重
要
で
あ

流
通
形
態
を

第3表い
る
例
が
全
国
的
に
極
め
て
大
で
あ
る
。
従
っ
て
現
段
階
で
の
漁
獲
高
・
水
揚
高
・
集
荷
高
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、

る。



何
故
に
か
か
る
統
計
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
属
人
・
属
地
の
統
計
が
公
式
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
が
昭
和
四
四
年
(
一
九

六
九
)
以
降
で
あ
る
事
で
、
か
な
り
地
区
に
よ
っ
て
取
扱
者
の
解
釈
に
相
違
が
あ
る
事
と
、
地
元
に
お
い
て
漁
港
改
修
を
始
め
、
各
種
の

丹後沿海地域の漁業生産および流通に関する歴史地理学的研究

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

国
費
補
助
を
す
る
地
域
社
会
の
漁
業
の
補
助
算
定
基
準
が
、
現
地
の
漁
獲
高
・
水
揚
高
両
者
が
大
で
あ
る
事
が
補
助
額
を
大
に
す
る
基
準

総
じ
て
漁
獲
・
水
揚
・
集
荷
の
質
的
表
現
に
お
け
る
概
念
規
定
の
非
科
学
的
現
状
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
三
表
に
お
い
て
筆
者

図定置昌レーA物

園旋網~釣

.底曳網口その他

皿敷網

o 5 10 15 20(百トン)
ドーーι一一一」ー--'-ー-'

京都府沿海漁港の水揚量と集荷量

属地水揚量
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は
漁
連
統
計
を
基
調
と
し
て
単
協
の
出
荷
高
と
集
荷
高
を
比
較
し
て
見
た
。
水

産
物
の
産
地
市
場
の
条
件
の
最
重
要
点
は
水
産
庁
流
通
斑
の
指
摘
の
通
り
、
魚

価
形
成
の
機
能
の
有
無
で
あ
る
。
水
産
物
が
商
品
で
あ
る
以
上
、
単
な
る
物
理

的
移
動
だ
け
を
追
跡
し
て
も
商
品
と
し
て
の
水
産
物
の
流
通
の
意
義
は
捉
え
ら

れ
な
い
。
従
っ
て
集
荷
し
、
分
荷
す
る
事
が
実
質
的
産
地
市
場
の
基
本
的
条
件

と
筆
者
は
判
断
す
る
。
か
か
る
見
地
で
京
都
府
沿
海
の
産
地
市
場
は
東
舞
鶴
を

包
含
し
た
舞
鶴
・
宮
津
・
間
人
・
網
野
・
浜
詰
・
湊
・
久
美
浜
を
産
地
市
場
機

能
を
有
す
る
漁
港
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
。

更
に
此
の
現
象
を
明
確
に
す
る
た
め
、
水
産
統
計
に
お
け
る
属
地
水
揚
量

第1図

と
、
府
漁
連
に
よ
る
集
荷
量
と
を
比
較
図
化
す
る
と
第
一
図
の
如
く
な
る
。

」
れ
に
よ
る
と
先
ず
舞
鶴
・
宮
津
に
つ
い
て
見
る
と
属
地
水
揚
で
は
両
港
と

も
旋
網
水
揚
は
な
い
。
し
か
し
集
荷
に
お
い
て
は
相
当
な
比
重
を
し
め
て
い
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る
。
そ
の
旋
網
集
荷
量
は
属
地
水
揚
に
お
け
る
伊
根
・
蒲
入
の
そ
れ
を
吸
収
し
、
且
つ
、
他
県
船
の
集
荷
の
あ
る
事
を
内
包
し
て
い
る
事

を
示
し
て
い
る
。

更
に
伊
根
・
蒲
入
・
田
井
・
養
老
・
新
井
崎
は
集
荷
量
は
な
く
、
こ
れ
は
舞
鶴
・
宮
津
に
集
荷
さ
れ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。
此
の

事
実
の
概
要
は
既
に
筆
者
は
別
稿
で
若
干
ふ
れ
た
事
が
あ
る
す
〉
O

然
ら
ば
何
故
に
か
か
る
集
荷
量
の
局
部
的
集
中
現
象
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
、
四
に
お
い
て
此
の
歴
史
的
経
過
を
検
討
す
る
事
と

す
る
。

四
、
京
都
府
水
産
物
流
通
に
お
け
る
府
漁
連
の
系
統
集
荷
の
成
立
と
そ
の
意
義

第
一
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
丹
後
半
島
東
岸
の
漁
港
の
漁
獲
物
は
流
通
拠
点
の
宮
津
・
舞
鶴
に
集
荷
さ
れ
、
西
岸
の
間
人
・
網
野
・

久
美
浜
等
は
属
地
水
揚
高
と
集
荷
高
が
略
等
量
で
、
属
人
の
漁
獲
高
も
概
ね
、
そ
の
数
量
が
水
揚
・
集
荷
高
と
一
致
し
て
い
る
か
、
文
、

極
め
て
近
接
し
た
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
は
そ
の
地
の
漁
業
が
沿
岸
漁
業
で
、
地
元
に
水
揚
げ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
事
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
集
荷
が
自
港
漁
獲
高
と
一
致
し
、
漁
獲
物
は
自
港
に
水
揚
げ
が
な
さ
れ
、
他
港
、
他
地
域
の
漁
船
の
水
揚
げ
が
な
い

事
を
示
し
て
い
る
。

又
、
こ
の
よ
う
な
計
画
的
な
統
制
の
行
き
と
ど
い
た
流
通
が
な
さ
れ
る
た
め
に
は
そ
の
根
本
に
漁
協
共
販
の
強
固
な
成
立
が
前
提
と
し

て
存
在
し
な
け
れ
ば
実
現
は
困
難
で
あ
る
。
然
ら
ば
京
都
に
お
け
る
府
漁
連
を
中
核
と
す
る
漁
協
共
販
体
制
は
如
何
に
し
て
成
立
し
た
か

が
問
題
と
な
る
。
こ
の
た
め
に
は
近
世
に
お
け
る
水
産
物
流
通
の
歴
史
地
理
的
検
討
か
ら
分
析
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

I 

近
世
に
お
け
る
水
産
物
流
通
形
態



近
世
水
産
物
の
商
品
化
傾
向
は
、
鮮
魚
の
城
下
町
集
中
政
策
の
遂
行
と
魚
肥
の
農
村
地
帯
へ
の
販
売
が
中
核
的
現
象
で
あ
る
事
は
先
学

の
明
ら
か
に
し
た
所
で
あ
る
。
若
狭
湾
沿
岸
に
お
い
て
も
例
外
で
な
く
、
田
辺
藩
・
宮
津
藩
も
城
下
町
集
中
策
を
強
行
し
た
白
)
O

丹後沿海地域の漁業生産および流通に関する歴史地理学的研究

田
辺
藩
で
は
寛
文
八
年
(
一
六
六
八
)
牧
野
氏
入
領
、
魚
問
屋
の
御
用
商
人
政
策
が
遂
行
さ
れ
、
問
屋
の
下
に
「
仲
買
」
が
出
来
、
町

方
役
人
が
こ
れ
を
担
当
す
る
体
制
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
町
方
役
と
し
て
は
「
惣
年
寄
」

「
年
寄
」

「
肝
煎
」

「
年
行
事
」
な
ど
の
諸

役
が
そ
れ
で
、
惣
年
寄
以
外
は
お
も
に
魚
問
屋
と
仲
買
関
係
の
日
常
行
務
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

藩
と
し
て
は
「
魚
問
屋
」
は
課
税
の
対
象
と
し
て
充
分
の
も
う
け
を
与
え
て
い
た
の
で
、
問
屋
か
ら
は
「
庭
料
」
と
言
う
税
う
税
金
を

取
っ
た
。

府
漁
連
史
料
に
白
)

「
他
所
買
寄
魚
物
之
義
者
都
而
問
屋
御
番
所
江
御
案
内
可
申
上
候
事
、
問
屋
庭
料
と
し
て
銀
高
弐
百
日
迄
者
壱
匁
差
出
可
申
侯
事
:
:
:
(
下
略
)
:
・
・
」

と
あ
る
が
そ
れ
で
あ
る
。
城
下
魚
問
屋
へ
の
魚
は
漁
師
が
直
接
持
参
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、

「
買
寄
仲
買
」
が
い
て
「
追
懸
船
」
を
使

用
し
て
沿
岸
の
村
々
か
ら
買
入
れ
を
な
し
た
。
従
っ
て
買
寄
仲
買
は
冥
加
金
の
上
納
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

宮
津
藩
に
お
い
て
は
京
極
氏
の
漁
民
支
配
が
田
辺
藩
よ
り
も
強
固
で
、

「
魚
納
屋
」
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
魚
納
屋
は
藩
の
統
制
の
下

に
御
用
仲
買
・
御
用
追
掛
(
沖
船
買
魚
商
)
で
構
成
さ
れ
、
領
内
の
漁
獲
物
の
一
一
切
を
宮
津
城
下
之
集
荷
す
る
機
関
で
あ
る
。
こ
の
制
度

は
京
極
氏
の
あ
と
の
永
井
氏
・
阿
部
氏
に
も
ひ
き
つ
が
れ
た
。
魚
納
星
は
藩
の
公
権
力
を
背
景
に
し
た
水
産
物
集
荷
機
関
で
あ
る
か
ら
漁

民
側
に
対
し
て
は
終
始
強
権
を
も
っ
て
統
制
支
配
の
態
度
を
と
っ
た
。

203 

す
な
わ
ち
、
魚
納
屋
は
生
産
者
で
あ
る
漁
村
・
漁
民
の
た
め
の
も
の
で
な
く
、
宮
津
藩
の
た
め
で
あ
り
、
藩
財
政
上
の
漁
村
に
対
す
る

監
視
機
関
で
あ
っ
て
、
漁
民
が
田
辺
の
魚
問
屋
や
小
漁
を
問
屋
に
廻
し
た
り
す
る
と
魚
納
屋
は
藩
に
報
告
し
之
を
処
罰
す
る
体
制
が
と
ら
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れ
て
い
た
。
更
に
伊
根
の
御
番
所
は
同
地
の
師
刺
網
の
漁
獲
と
出
荷
統
制
を
主
目
的
に
宮
津
藩
が
設
置
し
た
機
関
で
あ
っ
た
。

元
文
四
年
(
一
七
三
九
)

の
達
に
は
此
の
統
制
の
厳
し
さ
が
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
(
ロ
)
。

「
魚
他
所
売
之
儀
監
指
留
申
候
処
末
々
之
者
難
儀
之
段
違
相
願
ニ
付
鯛
・
小
鯛
之
類
は
勿
論
前
々
之
通
一
切
他
所
へ
指
遣
問
敷
候
、
雑
魚
之
儀
も
随
分

宮
津
へ
指
越
潤
沢
之
趣
承
侯
上
其
余
有
之
節
は
他
所
へ
も
可
指
遺
侯
、
此
段
無
違
乱
可
相
守
旨
先
達
之
申
付
置
候
処
、
右
之
趣
相
背
近
年
密
々
ニ
他
所

売
専
ニ
仕
段
不
届
:
:
:
(
下
略
こ

す
な
わ
ち
、
高
級
魚
の
他
売
は
厳
禁
、
雑
魚
も
宮
津
に
供
給
し
て
余
力
の
場
合
に
他
所
売
り
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
取
締
の
た
め
「
沖
目
付
」
役
に
一
層
漁
民
監
視
の
強
化
を
命
じ
て
い
る
。
更
に
寛
延
元
年
(
一
七
四
四
)

の
達
に
は
、
魚
の
沖
買

業
者
、
追
掛
職
の
制
限
を
決
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
追
掛
御
運
上
被
仰
付
侯
節
之
御
書
付

近
年
追
掛
狼
ニ
多
分
相
成
候
付
此
度
相
改
宮
津
追
掛
拾
壱
般
、
伊
根
追
掛
廿
壱
般
ニ
申
付
運
上
一
ヶ
年
ニ
付
船
壱
般
ニ
銀
壱
枚
宛
可
致
上
納
候
事
、
魚

之
儀
漁
師
よ
り
買
取
侯
者
不
残
宮
津
へ
差
出
可
申
侯
他
所
へ
遺
申
問
敷
侯
事

覧
延
一
元
辰
十
月
宮
津

伊
根

追
掛
共
江
」
(
日
)

右
の
様
な
体
制
は
益
々
強
化
さ
れ
、
天
保
六
年
七
月
の
規
定
、
八
月
改
の
規
定
に
は
十
七
ケ
条
の
細
則
が
示
さ
れ
、
水
揚
げ
か
ら
販
売

に
い
た
る
取
締
り
が
詳
細
で
あ
る
(
巴
。
例
え
ば
五
条
に
は
「
追
懸
船
入
津
侯
ハ
ハ
早
速
肝
煎
、
案
内
ニ
お
よ
び
仲
間
内
行
届
侯
様
相
触

万
端
請
差
図
不
直
我
殺
之
取
計
致
問
敷
候
事
」
又
、
七
条
に
は
「
も
や
物
端
も
の
ニ
候
得
者
可
致
鰹
買
候
魚
物
百
以
下
者
可
為
鰹
買
百
以

上
者
襲
買
算
盤
立
買
取
可
申
候
箱
物
誼
ニ
目
廻
し
も
の
者
可
為
正
味
買
事
」
、
八
条
に
は
「
鯵
鯖
之
儀
者
応
其
時
可
致
取
計
事
」
、
九
条
に

は
「
も
や
物
商
朝
五
ツ
時
よ
り
相
始
可
申
事
、
且
追
懸
之
者
勝
手
三
民
相
成
候
節
者
夜
分
た
り
共
商
い
可
致
候
車
場
」
、

十
二
条
に
は

「年



行
司
之
者
ハ
壱
口
半
ツ
ツ
可
致
配
当
事
」
、

十
四
条
に
は

「
買
寄
魚
物
之
内
魚
屋
共
入
用
等
御
座
俣
市
相
換
侯
節
者
弐
分
之
口
銭
ニ
而
割

付
可
遣
事
」
、
十
五
条
に
は
買
寄
之
魚
物
着
船
侯
ハ
ハ
問
屋
ニ
市
送
手
形
為
差
出
以
其
手
形
を
三
役
所
詮
嶋
崎
御
番
所
へ
可
致
案
内
事
」
、

丹後沿海地域の1魚業生産および流通に関する歴史地理学的研究

又
十
六
条
に
は
「
右
之
外
庭
銭
口
銭
之
義
者
先
達
而
書
付
遣
置
候
文
化
十
酉
年
被
仰
付
候
規
定
之
通
相
守
可
申
俣
」
等
の
如
く
が
、
領
内

漁
獲
物
の
城
下
町
集
中
政
策
は
極
め
て
徹
底
的
で
あ
っ
た
事
が
う
か
が
わ
れ
る
詰
)
O

又
、
仲
間
申
合
之
規
定
に
は
仲
買
を
経
て
一
般
消
費
者
に
販
売
す
る
手
順
が
記
さ
れ
、
丹
波
・
京
都
方
面
出
荷
の
取
扱
い
、
特
に
真
倉

番
所
に
て
御
札
し
を
う
け
て
出
荷
す
べ
き
事
等
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

丹
波
梅
迫
に
は
「
継
荷
問
屋
」
が
取
立
て
ら
れ
、
抜
荷
・
闇
商
売
が
厳
し
く
取
締
ら
れ
た
(
第
二
図
)
a
u
o

天
保
七
年
十
月
の
梅
迫
継
荷
問
屋
が
田
辺
仲
買
連
中
に
差
入
れ
た
規
定
は
左
の
通
り
で
、
こ
れ
又
厳
し
い
二
重
三
重
の
監
視
下
に
取
引

さ
れ
て
い
た
。

「
御
荷
物
留
仕
切
之
義
者
格
別
継
離
し
之
御
荷
物
之
仕
切
道
中
ニ
而
万
一
紛
失
致
侯
節
者
私
し
方
よ
り
吟
味
之
上
ニ
而
相
弁
へ
御
荷
主
へ
少
し
茂
御
損

か
け
申
問
敷
候
事

京
都
よ
り
空
寵
下
り
侯
者
壱
荷
た
り
共
早
速
御
荷
主
夫
々
様
へ
差
戻
し
可
申
候
事

他
所
荷
物
継
荷
之
分
壱
荷
ニ
付
九
分
ツ
ツ
戻
リ
礼
先
規
御
座
侯
処
:
:
:
遅
滞
ニ
申
間
敷
候
事
、
右
之
通
堅
相
守
可
申
侯
別
市
此
度
相
改
魚
荷
問
屋
之

掛
礼
被
下
候
上
者
随
分
出
精
ニ
御
支
配
申
上
候
、
万
一
右
御
定
法
之
趣
相
背
候
ハ
者
問
屋
職
掛
礼
共
御
引
上
ケ
ニ
相
成
候
而
其
節
違
背
申
間
敷
侯
為
後

日
之
の
而
如
件

天
保
七
丙
申
年
十
月

丹
波
梅
迫

問
屋
源
助
」

205 

宮
津
藩
下
の
漁
村
は
前
述
魚
納
屋
体
制
下
で
田
辺
藩
以
上
の
統
制
下
に
あ
り
、
漁
村
か
ら
の
集
荷
は
舞
鶴
地
区
同
様
追
掛
で
、
追
掛
は

藩
へ
冥
加
銀
を
納
め
、
沖
目
付
の
取
締
を
う
け
る
。
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¥ノハ---， 

天
保
十
四
年
(
一
八
四
三
)
に
お
け
る
宮
津
藩
許
可

の
追
掛
は
六
十
三
艇
、
も
し
く
は
六
十
五
艇
で
、
そ
の

内
容
は
「
御
尋
被
遊
候
ニ
付
奉
申
上
候
、

一
伊
踊
浦
追

真倉番所と梅迫継荷場

掛
之
者
五
十
壱
人
当
町
(
宮
津
城
下
)
十
二
人
都
合
六
十

三
腹
、
此
追
掛
伊
繭
浦
ニ
市
取
揚
候
諸
肴
買
取
宮
津
納

屋
ヘ
持
出
売
買
仕
候
」
と
あ
る
。
江
尻
村
に
追
掛
が
右

の
他
に
二
膿
あ
っ
て
、
沖
目
付
は
江
尻
屋
圧
左
衛
門
、

一
人
は
伊
根
浦
口
、

一
人
は
宮
津
納

追
掛
屋
清
四
郎
、

第2図

屋
で
調
査
に
当
っ
た
(
口
)
O

丹
後
西
部
で
は
浅
茂
川
は
峯
山
城
下
に
、
問
人
村
も

峯
山
に
集
荷
下
命
さ
れ
、
中
浜
村
は
仲
買
が
買
取
っ
た

が
量
的
に
は
小
額
で
あ
っ
た
。

の
魚
納
屋
の
封
建
的
搾
取
が
あ
ま
り
に
も
強
大
な
の
で
漁
民
保
護
と
魚
納
屋
・
羅
屋
・
仲
買
の
一
方
的
搾
取
の
是
正
を
藩
庁
に
訴
え
出
た

嘉
永
四
年
(
一
八
五
一
)
伊
根
浦
漁
民
は
藩
権
力
下

が
き
き
入
れ
ら
れ
ず
、
五
年
後
の
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
に
下
済
和
談
を
強
要
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
他
所
売
禁
止
の
再
強
要
で
僅
か

に
鯵
鯖
鰯
其
外
諸
魚
他
所
売
堅
不
相
成
事
、
尤
大
漁
之
節
者
宮
津
鰹
屋
ニ
而
取
扱
茂
難
出
来
格
別
下
値
売
捌
候
御
者
村
方
ニ
而
塩
切
並
他

所
売
前
々
々
之
通
相
心
得
可
申
事
」
位
が
若
干
漁
師
側
に
与
え
た
便
宜
で
あ
っ
た
白
)
O



幕
末
に
い
た
り
魚
肥
の
使
用
が
全
国
的
に
普
及
し
特
に
畿
内
に
お
け
る
需
要
は
大
で
あ
り
、
漁
民
に
と
っ
て
干
鰯
生
産
と
販
売
は
有
利

な
漁
業
で
あ
っ
た
の
で
当
然
丹
後
漁
村
に
お
い
て
も
そ
の
生
産
販
売
は
行
な
わ
れ
た
が
、
之
に
対
す
る
問
屋
側
の
態
度
は
次
の
文
書
に
よ

丹後沿海地域の漁業生産および流通に関する歴史地理学的研究

っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
極
め
て
搾
取
強
化
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)

の
農
民
側
か
ら
郡
中
代
(
久
美
浜
代
官
所

村
方
支
配
役
)
に
対
す
る
要
望
は
、

「
以
書
付
御
願
申
上
候
、
宮
津
領
伊
繭
浦
漁
民
共
鰯
漁
い
た
し
候
節
当
御
支
配
所
村
々
御
団
地
肥
に

先
前
よ
り
直
売
勝
手
に
仕
来
り
候
処
去
ル
戊
年
(
嘉
永
三
年
の
こ
と
)
己
来
御
料
所
村
々
へ
売
出
候
儀
決
而
不
相
成
趣
を
以
売
出
呉
不
申

当
御
支
配
所
村
々
御
田
地
肥
し
不
自
由
に
相
成
甚
以
差
支
迷
惑
・
:
(
下
略
ご
の
如
く
で
、
耕
作
農
民
側
か
ら
鰯
の
自
由
売
買
を
願
っ
て
い

る
o

安
政
の
下
済
和
談
で
は
「
伊
繭
浦
漁
魚
之
儀
他
所
売
不
相
成
儀
先
年
よ
り
厳
敷
被
仰
渡
候
処
、
大
漁
之
節
は
鰯
少
分
宛
田
畑
肥
に
直

売
い
た
し
来
候
由
相
関
候
得
共
当
時
ニ
而
者
御
領
分
内
ニ
而
鰯
干
製
専
ニ
相
営
候
ニ
付
大
漁
之
時
ニ
而
茂
他
売
不
相
成
段
魚
問
屋
並
に
仲

買
共
よ
り
申
出
:
・
(
下
略
ご
の
如
く
で
、
最
終
決
定
は
「
御
領
分
内
御
田
畑
肥
之
魚
鰯
等
直
売
之
儀
大
漁
之
節
ニ
市
茂
是
迄
之
通
不
相

成
」
と
言
う
結
着
で
、
藩
権
力
と
結
ぶ
商
業
資
本
の
漁
民
支
配
は
強
固
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
白
)
O

I 

近
代
に
お
け
る
水
産
物
流
通
機
構

幕
藩
体
制
の
解
体
、
新
政
府
の
樹
立
に
よ
り
封
建
支
配
の
後
退
は
実
現
し
た
が
水
産
物
流
通
の
変
革
は
容
易
に
実
現
せ
ず
、
明
治
時
代

前
半
は
商
業
資
本
と
漁
民
側
の
抗
争
に
終
始
し
た
、
此
の
間
の
経
過
を
摘
記
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る

az

207 

明
治
期
前
半
の
態
様

1

明
治
初
年
、
舞
鶴
で
は
旧
田
辺
藩
の
家
中
の
者
に
よ
る
問
屋
の
継
承
:
・
廃
藩
置
県
後
失
業
士
族
救
済
策
と
し
て
魚
問
屋
営
業
権
が
士
族
に
与
え
ら

れ
旧
田
辺
藩
家
中
の
者
を
含
む
問
屋
体
制
が
成
立
し
た
。
宮
津
で
も
魚
納
屋
制
度
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。

2

宮
津
近
辺
漁
民
の
自
主
的
販
売
の
発
生
:
:
:
明
治
四
年
十
一
月
伊
根
浦
三
ケ
村
は
漁
民
に
よ
る
自
主
販
売
を
開
始
し
た
。

A 
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3

問
屋
と
漁
民
の
妥
協
:
:
:
明
治
五
年
三
月
「
為
取
替
申
一
札
之
事
」
を
議
定
し
漁
師
惣
代
と
仲
買
惣
代
・
目
付
・
耀
屋
・
沖
目
付
の
協
議
に
よ
り

漁
民
出
荷
が
再
開
し
た
。

4

漁
師
の
不
売
同
盟
の
樹
立
:
:
:
問
屋
側
の
約
定
違
反
が
相
つ
い
だ
の
で
明
治
六
年
七
月
十
九
日
、
伊
根
外
三
ケ
村
の
不
売
同
盟
成
立
し
、
問
屋
出

荷
を
停
止
し
た
。
し
か
し
、
不
売
実
績
は
間
も
な
く
破
れ
、
混
乱
と
な
り
妥
協
取
引
が
つ
づ
い
た
。

5

舞
鶴
に
共
立
魚
会
社
設
立
:
:
:
明
治
十
六
年
新
政
府
の
指
導
に
よ
っ
て
問
屋
も
漁
民
も
共
に
有
利
な
と
言
う
意
味
の
共
立
魚
会
社
が
設
立
さ
れ
た

が
内
容
が
問
屋
側
に
有
利
な
の
で
漁
民
の
協
力
な
く
失
敗
。

B

宮
津
に
「
新
魚
問
屋
設
立
」
:
:
:
明
治
十
八
年
宮
津
の
問
屋
側
と
伊
根
外
コ
一
ケ
村
の
歩
み
よ
り
で
六
千
円
の
資
本
で
会
社
設
立
、
二
千
円
漁
村
側

四
千
円
問
屋
側
支
出
・
・
・
・
:
問
屋
側
の
契
約
不
履
行
で
失
敗
。

7

舞
鶴
海
産
合
資
会
社
の
成
立
:
:
:
明
治
二
十
四
年
に
い
た
り
、
問
屋
漁
民
の
力
関
係
が
略
互
角
に
達
し
、
再
者
妥
協
の
合
資
会
社
が
成
立
、
流
通

業
務
を
開
始
し
た
。

明
治
期
前
半
の
推
移
の
大
要
は
右
記
の
如
く
で
漁
民
側
の
流
通
面
へ
の
参
加
が
実
現
し
た
。

漁
民
の
資
本
蓄
積
と
組
織
化
の
進
展
が
問
屋
側
に
対
す
る
発
言
力
を
強
め
た
か
ら
で
、
そ
の
根
底
に
は
漁
業
生
産
力
の
拡
大
が
あ
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
手
繰
網
漁
業
の
進
歩
で
、
沖
漁
と
し
て
成
立
し
た
。
近
世
中
期
か
ら
若
狭
・
丹
後
で
は
手
漕
手
繰
が
沿
岸
で
操
業

さ
れ
た
が
天
保
期
に
は
打
瀬
網
漁
業
、
す
な
わ
ち
、
帆
船
手
操
網
が
操
業
さ
れ
、
明
治
初
期
に
宮
津
・
伊
根
地
区
で
木
崎
忠
左
衛
門
・
牧

野
利
兵
衛
・
田
中
喜
八
郎
等
が
網
の
改
良
、
漁
具
及
び
帆
の
新
案
で
打
瀬
網
と
し
て
の
機
動
性
が
著
し
く
改
善
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
漁

場
の
拡
大
(
沖
漁
化
)
、
漁
獲
高
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
。

田
中
喜
八
郎
は
山
陰
各
地
か
ら
技
術
指
導
者
と
し
て
招
か
れ
、
死
後
「
蛭
子
神
の
喜
八
郎
」
と
追
慕
せ
ら
れ
て
い
る

az

鯛
漁
は
近
世
に
お
い
て
は
「
刺
網
」
で
あ
っ
た
が
、
明
治
後
期
に
落
網
に
切
替
え
ら
れ
た
。
田
井
成
生
で
は
明
治
十
二
年
に
既
に
落
網

の
試
験
操
業
が
行
な
わ
れ
、
漸
次
刺
網
か
ら
落
網
に
変
化
し
た
。
日
高
式
定
置
網
が
定
着
成
功
を
お
さ
め
た
の
は
明
治
四
十
年
代
で
あ
る



が
、
そ
の
定
着
の
基
盤
は
早
く
か
ら
成
立
し
て
い
た
。
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鯵
・
鯖
等
の
い
わ
ゆ
る
青
物
の
漁
獲
は
全
国
的
に
四
ツ
張
り
形
式
の
網
漁
が
近
世
普
及
し
て
い
た
が
若
狭
・
丹
後
但
馬
地
区
で
は
明
治

え
い
と
う
あ
み

初
期
に
営
灯
網
と
し
て
集
魚
灯
の
利
用
、
漁
群
の
追
込
み
方
策
の
改
善
で
企
業
的
漁
業
と
し
て
成
立
し
た
。

漁
業
に
お
け
る
生
産
技
術
の
進
歩
は
直
接
生
産
力
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
量
産
に
よ
る
収
益
の
増
大
を
き
た
し
、
漁
民
の
資
本
蓄
積
を

可
能
に
す
る
。
そ
の
好
例
は
中
浜
・
間
人
地
区
の
手
繰
網
の
発
展
形
態
が
典
型
的
で
あ
る
。

明
治
初
期
手
繰
漁
業
の
豊
漁
に
よ
っ
て
資
本
蓄
積
の
進
ん
だ
間
人
で
は
漁
民
四
十
四
名
が
協
力
し
、
明
治
九
年
に
自
己
資
金
に
よ
っ
て

『
蝶
手
繰
網
」
漁
船
の
建
造
を
計
画
し
、
翌
十
年
に
久
保
彦
四
郎
・
川
戸
藤
七
・
川
戸
新
蔵
・
久
下
与
三
兵
衛
を
中
心
と
し
て
漁
船
五
隻

を
新
造
し
、
共
同
操
業
を
開
始
し
、
成
功
を
お
さ
め
、
蝶
の
加
工
工
場
を
設
置
・
塩
干
・
練
製
品
を
生
産
し
、
流
通
面
に
お
い
て
も
仲
買

の
介
入
を
排
除
し
、
行
商
形
態
を
採
用
し
峯
山
城
下
は
勿
論
、
丹
後
・
丹
波
・
但
馬
・
京
都
に
ま
で
婦
女
子
に
よ
る
行
商
を
拡
大
し
、
山

陰
水
産
物
行
商
の
先
駆
的
活
躍
を
な
し
た
告
〉
O

漁
民
勢
力
の
拡
大
は
当
然
行
政
面
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
明
治
十
二
年
府
議
会
に
選
出
さ
れ
た
丹
後
の
議
員
二
十
名
中
、
沿
海
地
区

か
ら
十
名
が
出
、
漁
民
政
策
の
向
上
に
活
躍
す
る
に
い
た
り
、
明
治
十
五
年
の
加
佐
郡
長
野
田
新
及
び
漁
民
代
表
戸
長
新
聞
赴
夫
の
要
望

す
る
「
共
立
魚
会
社
」
設
立
を
実
現
せ
し
め
、
更
に
熊
野
郡
伏
木
熊
吉
り
計
画
し
た
久
美
浜
湾
の
エ
ピ
養
殖
事
業
の
推
進
等
は
既
に
封
建

的
形
態
の
行
政
形
態
か
ら
新
政
府
の
殖
産
興
業
と
漁
村
開
発
勧
業
施
策
の
表
現
と
見
る
事
が
出
来
る

(80

B 

明
治
後
半
期
に
お
け
る
生
産
、
流
通
の
進
展
と
共
販
体
制
指
向
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明
治
後
半
期
に
お
け
る
京
都
府
沿
海
の
漁
業
の
進
展
の
社
会
的
背
景
に
は
政
府
の
勧
業
政
策
と
山
陰
線
の
開
通
に
よ
る
水
産
物
移
出
の

進
展
が
力
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
明
治
十
七
年
公
布
、
十
九
年
制
定
の
「
漁
業
組
合
準
則
」
と
、
明
治
十
九
年
か
ら
二
十
二
年
頃
ま
で
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に
行
な
っ
た
「
旧
幕
時
代
漁
業
制
度
並
に
漁
業
慣
行
調
査
」
に
よ
っ
て
、
明
治
漁
業
法
施
行
の
準
備
を
す
す
め
る
と
共
に
府
県
段
階
の
漁

業
改
革
を
行
な
っ
た
。
準
則
の
示
す
と
こ
ろ
は
漁
民
の
団
結
と
漁
業
組
合
結
成
の
促
進
で
あ
り
、
漁
業
制
度
、
慣
行
調
査
は
旧
時
代
の
実

態
調
査
に
堂
づ
く
新
方
策
樹
立
の
地
域
的
特
性
の
確
認
で
あ
っ
た
。
京
都
府
沿
岸
の
よ
う
に
漁
民
の
自
立
自
主
制
を
求
め
る
気
運
の
つ
よ

い
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
将
に
待
望
の
行
政
施
策
で
あ
る
。

生
産
面
に
お
い
て
は
鰯
巾
着
網
漁
業
が
明
治
二
十
八
年
に
発
達
を
し
た
。
成
生
・
田
井
で
農
商
務
省
か
ら
貸
し
下
げ
ら
れ
た
漁
具
で
の

操
業
が
あ
り
、

つ
い
で
部
落
共
同
で
新
調
設
置
が
な
さ
れ
る
と
言
う
対
応
形
態
を
と
っ
た
。
鯛
落
網
が
刺
網
に
か
わ
っ
て
地
域
的
拡
大

普
及
を
す
る
。
丹
後
沿
岸
か
ら
福
井
県
ま
で
試
験
操
業
が
進
展
し
、
明
治
三
十
三
年
に
は
越
前
海
岸
の
定
置
は
略
落
網
形
式
に
変
化
し

た
ハ
鈍
)
O

落
網
の
発
達
は
刺
網
時
代
と
具
っ
た
漁
場
紛
争
を
惹
起
し
た
。
舗
の
回
遊
路
に
直
面
し
て
こ
の
定
置
網
が
布
敷
せ
ら
れ
る
と
文
字
通
り

一
網
打
尽
の
漁
獲
が
あ
り
、
そ
の
回
遊
路
の
下
手
の
地
区
で
は
漁
獲
が
激
減
す
る
。
丹
後
半
島
東
岸
で
は
明
治
三
十
二
年
以
降
各
地
で
鯛

網
場
論
争
が
頻
発
し
、

特
に
養
老
村
・
日
置
村
か
ら

「
落
網
定
設
使
用
願
」
が
郡
水
産
会
に
出
願
さ
れ
る
と
、

伊
根
村
か
ら
知
事
宛
に

「
落
網
撤
去
御
理
解
願
」
が
提
出
さ
れ
る
と
言
う
状
態
で
あ
る
員
三
こ
う
し
た
紛
争
は
根
本
的
解
決
は
困
難
で
、
網
の
規
模
・
布
敷
時

期
等
の
協
調
に
よ
る
妥
協
の
反
復
と
な
り
、
漁
場
条
件
の
す
ぐ
れ
た
地
域
が
規
模
拡
大
し
、
漁
獲
集
中
に
成
功
す
る
。
明
治
末
期
に
は
伊

根
に
こ
の
集
中
(
の

g可
丘
町
丘
町
O
ロ
)
が
行
な
わ
れ
、
現
代
に
及
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
進
歩
に
は
そ
れ
を
可
能
と
す
る
生
産
手
段
の
進
歩
が
当
然
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
的
役
目
は
漁
船
の
大
型
化

で
、
明
治
三
十
六
年
以
降
、
間
人
及
び
丹
後
半
島
北
部
漁
村
の
韓
海
及
び
東
支
那
海
出
漁
が
展
開
し
、
日
露
戦
争
後
は
済
州
島
・
対
馬
・

五
島
漁
場
に
お
い
て
鯛
延
縄
・
烏
賊
釣
り
・
鰻
延
縄
・
珊
瑚
採
取
に
従
事
し
、
下
関
・
福
岡
・
長
崎
・
佐
世
保
市
場
及
び
朝
鮮
の
釜
山
に



水
揚
げ
し
た
。
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し
か
し
、
京
都
府
沿
海
地
域
の
漁
業
は
此
の
時
代
の
舞
鶴
鎮
守
府
の
設
置
に
伴
う
、
海
面
使
用
組
限
と
仲
合
に
お
け
る
資
本
制
漁
業
の

操
業
で
生
産
面
で
は
圧
迫
を
う
け
た
o

後
者
は
田
村
汽
船
漁
業
部
(
日
水
の
前
身
)
・
日
魯
漁
業
・
林
業
(
大
洋
漁
業
の
前
身
)
の
ト
ロ

ー
ル
漁
業
の
操
業
で
、
当
然
打
瀬
網
漁
業
が
打
激
を
う
け
た
。

し
か
し
、
流
通
面
の
進
展
は
こ
う
し
た
生
産
上
の
制
限
に
も
関
ら
ず
漁
民
に
有
利
に
展
開
し
た
。

日
露
戦
争
期
の
舞
鶴
の
発
展
は
舞
鶴
軍
港
の
整
備
に
つ
れ
て
急
速
に
す
す
み
、
消
費
人
口
の
増
大
を
も
た
ら
し
、
水
産
物
流
通
市
場
と

し
て
の
機
能
は
重
要
性
を
増
し
た
。
更
に
三
十
七
年
の
阪
鶴
鉄
道
の
全
通
は
水
産
物
の
輸
送
に
革
命
的
な
進
歩
を
も
た
ら
し
た
。

伊
根
・
田
井
・
成
生
の
師
大
敷
網
の
水
揚
物
は
鉄
道
に
よ
っ
て
運
輸
販
売
さ
れ
、
丹
後
鯛
の
京
阪
神
出
荷
を
安
定
せ
し
め
た
。
従
っ
て

産
地
市
場
の
機
能
も
活
発
化
し
て
舞
鶴
魚
商
組
合
(
問
屋
資
本
)
で
作
っ
た
「
丹
後
鯛
取
扱
所
」
を
始
め
、
田
井
幸
田
商
届
・
北
丹
鯛
取

扱
所
・
舞
鶴
海
産
合
資
会
社
・
吉
原
水
産
合
資
会
社
・
田
井
網
直
売
所
・
等
が
産
地
取
扱
業
者
と
し
て
販
売
を
担
当
し
た
(
お
な

明
治
四
十
三
年
の
統
計
で
は
舞
鶴
町
の
水
産
物
販
売
量
は
八
十
八
万
七
千
貫
、
七
十
六
万
六
千
円
で
、
鯛
は
そ
の
う
ち
四
十
七
万
貫
、
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四
十
万
円
を
占
め
た
。

こ
う
し
た
漁
業
生
産
町
も
と
に
お
け
る
水
産
物
流
通
機
構
の
態
様
を
流
通
資
本
の
活
躍
、
流
通
機
関
の
盛
衰
の
点
か
ら
摘
記
す
る
と
次

の
様
に
要
約
出
来
る
。

-

M
幻

:
t
:
阪
鶴
鉄
道
の
開
通
現
在
の
舞
鶴
線
開
通
に
よ
り
京
阪
神
の
中
央
市
場
及
び
地
方
市
場
へ
の
水
産
物
移
出
容
易
に
な
る
。

2
・
M
泊
:
:
:
伊
根
(
M
お
)
回
井
成
生
(
M
M
却
)
の
鯛
鉄
道
出
荷
始
ま
る
。
取
扱
機
関
丹
後
鯛
扱
所
他
七
機
関
生
ず
、
資
本
系
統
か
ら
見
る
と
魚
商

(
問
屋
)
系
・
合
資
会
社
系
(
問
屋
・
戸
町
民
合
資
)
・
漁
民
組
合
系
の
三
系
列
と
な
る
。
組
合
系
列
の
舞
鶴
海
底
・
吉
原
水
産
の
取
扱
高
は
鯛
流
通

金
額
四

O
万
の
う
ち
二
万
円
で
五
%
を
占
め
る
の
み
で
M
泊
年
代
に
お
い
て
は
弱
体
で
あ
っ
た
。
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M
m叩
1
T
9
:
:
:
問
屋
系
列
に
主
体
と
把
握
さ
れ
て
も
組
合
系
列
の
取
扱
量
も
漸
次
増
加
す
る
。

4
T
m
:
:
:
株
式
会
社
宮
津
魚
問
屋
の
成
立
:
:
:
問
屋
、
漁
民
の
合
資
会
社
が
株
式
組
織
に
変
更
:
:
・
株
主
が
漁
業
組
合
を
主
体
と
し
て
構
成
さ

れ
、
漁
民
の
主
張
に
つ
よ
く
な
る
。

5
T
U
i
-
-
-
水
産
会
法
の
制
定
:
:
:
T
M
よ
り
目
に
か
け
て
漁
民
組
合
を
基
盤
と
す
る
水
産
会
が
舞
鶴
・
宮
津
・
間
人
・
久
美
浜
・
福
知
山
・
御
牧

に
設
立
さ
れ
る
0

6
T
u
t
S
8
:
:
:
比
重
が
魚
業
組
合
側
に
移
動
す
る
年
代
で
あ
る
。

7
S
9
:
:
:
水
産
会
が
魚
問
屋
を
買
収
し
、
水
産
会
に
よ
る
流
通
機
関
を
設
立
す
る
。
こ
れ
が
京
都
府
水
産
会
販
売
斡
旋
所
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
川

魚
問
屋
は
消
滅
し
た
。

3 つ
ま
り
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
問
屋
資
本
の
後
退
と
漁
民
生
産
資
本
の
拡
充
に
よ
っ
て
水
産
物
流
通
主
導
力
の
交
替

-
打
瀬
網
・
鰯

巾
着
網
・
韓
海
出
漁
等
の
生
産
性
の
高
い
漁
業
で
、
京
阪
神
へ
の
鉄
道
連
絡
の
完
成
が
そ
の
中
央
市
場
に
対
す
る
鮮
魚
出
荷
を
容
易
に
し

が
行
な
わ
れ
た
時
期
と
称
す
る
事
が
出
来
る
。
漁
民
生
産
資
本
の
蓄
積
拡
大
を
支
え
進
推
し
た
漁
業
は
鯛
定
置
(
落
網
)

た
事
と
舞
鶴
・
宮
津
等
の
拠
点
産
地
市
場
が
中
央
市
場
至
近
距
離
に
位
置
し
た
事
に
よ
る
。
昭
和
九
年
に
は
我
国
に
お
い
て
も
っ
と
も
早

い
漁
民
的
流
通
機
闘
を
設
立
し
た
が
、
旧
幕
時
代
以
来
の
商
業
資
本
に
対
し
漁
民
の
組
織
化
が
数
回
に
わ
た
る
失
敗
に
も
関
ら
ず
終
始
一

貫
し
て
進
行
し
た
の
は
沿
岸
漁
業
形
態
を
基
底
と
し
て
そ
の
技
術
革
新
を
土
台
に
し
て
漁
業
の
生
産
力
資
本
を
蓄
積
し
た
漁
民
の
根
気
づ

よ
い
努
力
に
よ
る
事
が
大
で
あ
る
。

C 

水
産
物
共
販
体
制
の
成
立
と
推
移

旧
幕
時
代
以
来
の
水
産
物
流
通
形
態
が
藩
権
力
を
後
立
て
と
す
る
封
建
的
商
人
資
本
の
強
圧
で
漁
民
に
臨
ん
だ
故
に
、
漁
民
側
は
自
己

の
生
活
権
保
持
の
た
め
に
漁
民
相
互
の
協
調
と
抵
抗
に
よ
っ
て
強
圧
に
対
処
し
、
自
ら
漁
民
組
織
の
素
地
が
醸
成
さ
れ
、
近
代
社
会
に
基



本
的
矛
盾
を
包
含
し
移
行
し
た
。
明
治
政
府
の
勧
業
政
策
を
漁
民
利
益
の
立
場
か
ら
主
体
的
に
受
け
と
め
、
生
産
・
流
通
の
実
権
を
漁
業

組
合
が
把
握
し
、
そ
の
連
合
組
織
の
結
成
に
よ
り
広
域
共
販
体
制
の
確
立
ま
で
推
進
せ
し
め
た
事
は
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
o

そ
の
経

丹後沿海地域の漁業生産および流通に関する歴史地理学的研究

過
を
要
約
す
る
と
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

S
U
i
-
-
-
s
u
・
ロ
に
漁
業
法
改
正
に
伴
っ
て
漁
業
共
同
組
合
を
設
立
、
京
都
府
水
産
会
の
業
務
を
継
承
し
た
。
京
都
府
漁
連
の
成
立
。

2

S

日
:
:
:
府
漁
連
完
全
民
間
人
に
よ
り
組
織
さ
る
。

:
:
:
S
U
府
漁
連
結
成
当
時
は
京
都
府
側
よ
り
経
済
部
長
・
水
産
部
長
が
役
人
理
事
と
し
て

参
加
し
行
政
指
導
の
立
場
に
あ
っ
た
が
、
役
人
理
事
退
き
、
民
間
人
の
み
執
行
部
成
立
す
。

3
S
M
i
-
-
，
京
都
府
水
産
業
会
の
販
売
所
を
継
承
す
:
:
:
京
都
府
水
産
業
界
は

s
mの
統
制
強
化
と
団
体
統
合
を
目
的
と
す
る
水
産
業
団
体
法
に
基

づ
く
機
関
で
現
行
の
水
産
業
協
同
組
合
の
前
身
で
あ
る
。
京
都
府
水
産
業
会
の
下
で
流
通
部
門
を
取
扱
っ
て
い
た
の
で
そ
の
業
務
を
府
漁
連
が
継
承

し
た
。

4

S

目
:
:
:
江
尻
、
間
人
、
網
野
、
浜
話
、
久
美
浜
の
単
協
の
販
売
所
が
府
漁
連
の
販
売
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
系
統
販
売
の
体
制
確
立
す
。

5

S

幻
:
:
:
販
売
事
業
の
み
な
ら
ず
、
京
都
府
水
産
業
界
の
有
し
て
い
た
権
利
・
義
務
の
一
切
を
府
漁
連
が
継
承
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
水
産
会
、

水
産
業
会
の
業
務
は
完
全
に
府
漁
連
に
統
合
さ
れ
た
。

6
S
U
A
-
-
:
:
京
都
府
漁
連
に
よ
る
完
全
共
販
体
制
が
確
立
し
た
。

1 上
記
の
経
過
に
よ
り
京
都
府
水
産
物
の
府
漁
連
に
よ
る
共
同
販
売
体
制
は
旧
幕
時
代
以
来
一
貫
し
た
漁
民
の
根
強
い
努
力
に
依
っ
て
成

立
し
た
事
が
わ
か
る
。

漁
協
共
販
は
水
産
物
の
出
荷
販
売
形
態
か
ら
見
る
と
拠
点
港
に
集
荷
し
て
荷
揃
え
を
な
し
消
費
地
に
送
荷
す
る
の
が
一
般
的
な
形
態
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
生
産
地
と
消
費
地
を
結
ぶ
輸
送
経
路
の
中
に
拠
点
港
が
位
置
す
る
場
合
可
能
な
の
で
あ
っ
て
共
販
の
本
質
は

213 

右
の
様
な
形
態
上
の
問
題
よ
り
も
、
生
産
漁
民
の
販
売
に
当
っ
て
商
業
資
本
の
介
入
を
防
ぎ
漁
民
の
利
益
を
守
る
の
が
本
体
で
あ
る
の

で
、
個
々
の
集
荷
・
出
荷
・
販
売
に
当
っ
て
は
系
統
販
売
の
大
綱
の
中
で
中
央
機
関
(
本
部
)

の
情
報
蒐
集
・
市
場
開
拓
に
よ
っ
て
適
切
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有
利
な
販
売
を
漁
民
に
実
施
せ
し
め
る
に
あ
る
o
従
っ
て
共
販
が
進
行
す
れ
ば
す
る
程
、
中
央
機
能
の
科
学
的
情
報
蒐
集
と
生
産
者
へ
の

提
供
・
流
通
技
術
の
近
代
化
が
要
求
せ
ら
れ
る
。

京
都
府
漁
連
は
そ
の
共
販
の
発
足
は
我
国
で
も
っ
と
も
早
く
、
且
つ
系
統
化
の
整
備
さ
れ
た
歴
史
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
新
漁
業
法

下
の
漁
協
共
販
と
し
て
如
何
な
る
課
題
を
内
包
し
て
進
展
し
て
来
た
で
あ
ろ
う
か
。

販
売
取
扱
高
と
仲
買
人
の
活
動
:
:
:
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
販
売
取
扱
高
の
う
ち
五
割
か
ら
六
割
が
大
都
市
出
荷
で
舞
鶴
・
宮
津
の
拠
点
産
地
市

場
集
荷
の
上
の
消
費
地
送
荷
で
あ
っ
た
。
鯛
定
置
の
不
漁
と
機
船
巾
着
の
不
振
で
水
揚
げ
量
が
減
少
す
る
と
、
地
元
売
り
が
増
加
す
る
。

加
工
仲
買
人
・
小
売
仲
買
人
が
法
人
組
合
を
作
り
、
整
備
さ
れ
る
と
代
金
回
収
が
仲
買
人
組
合
の
一
括
精
算
と
な
り
、
従
来
の
焦
付
き
が
皆
無
に

な
り
、
き
め
細
か
い
加
工
・
小
売
販
売
が
進
行
し
た
。
特
に
三
十
年
代
に
は
行
商
の
占
め
る
小
売
が
多
い
の
が
目
立
つ
。

2

漁
連
市
場
の
う
ち
、
間
人
・
網
野
の
様
な
丹
後
半
島
西
岸
の
市
場
を
除
く
と
、
宮
津
・
舞
鶴
等
の
拠
点
産
地
市
場
が
消
費
地
市
場
と
し
て
の
性
格

を
強
め
て
来
た
。
蒲
入
・
本
庄
・
新
井
崎
・
伊
根
・
成
生
・
白
井
の
様
に
京
阪
神
消
費
地
と
自
港
と
の
聞
に
舞
鶴
・
宮
津
の
様
な
拠
点
市
場
が
あ
る

と
、
単
協
独
自
の
水
揚
げ
に
よ
る
小
量
出
荷
よ
り
、
拠
点
市
場
へ
の
水
揚
を
な
し
、
そ
こ
で
荷
揃
'
え
の
上
、
規
格
化
し
た
銘
柄
品
を
計
画
出
荷
し
た

方
が
消
費
地
価
格
が
高
い
、
従
っ
て
半
島
西
岸
で
は
拠
点
市
場
へ
の
集
荷
が
多
い
。
最
近
、
締
・
青
物
不
漁
で
取
扱
量
が
す
く
な
い
場
合
は
越
前
地

区
か
ら
県
境
を
超
え
て
集
荷
す
る
。
い
わ
ゆ
る
レ

l
ル
物
で
あ
る
。
消
費
市
場
と
言
う
よ
り
集
散
市
場
と
し
て
の
機
能
が
強
化
さ
れ
る
。
間
人
・
網

野
・
浜
詰
は
木
部
情
報
に
よ
っ
て
単
協
独
自
、
又
は
単
協
共
同
集
荷
前
捌
え
に
よ
り
中
央
出
荷
を
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

3

消
費
動
向
の
変
化
、
特
に
高
級
魚
の
消
費
増
大
に
よ
っ
て
、
大
消
費
地
至
近
の
舞
鶴
・
宮
津
等
は
鮮
魚
・
活
魚
の
出
荷
基
地
又
は
蓄
養
基
地
と
し

て
の
性
格
を
強
め
、
出
荷
の
多
様
化
が
発
生
す
る
。
す
な
わ
ち
、
鯛
・
締
・
鮮
等
の
高
級
魚
、
を
漁
協
経
営
の
短
期
蓄
養
地
で
肥
育
し
て
、
活
魚
出
荷

を
な
す
、
伊
根
は
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
代
表
的
な
地
区
で
、
国
井
・
成
生
・
宮
津
近
傍
の
栗
野
(
此
所
に
は
長
崎
県
五
島
の
鯛
の
蓄
養
池
も
あ

る
)
に
そ
れ
ら
が
立
地
す
る
。
こ
こ
か
ら
の
出
荷
は
消
費
地
直
送
で
拠
点
港
を
経
由
し
な
い
。
最
近
の
情
報
技
術
の
進
展
で
、
単
協
又
は
活
魚
出
荷

組
合
の
独
自
な
活
躍
が
目
立
ち
、
府
漁
連
統
制
に
反
す
る
販
売
形
態
が
発
生
し
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て
漁
連
と
し
て
は
活
魚
販
売
の
経
営
拡
大
と
計
画

的
生
産
・
蓄
養
・
出
荷
の
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

共
販
の
進
捗
は
昭
和
三
六
年
度
八
四
・
九
%
、
一
二
七
年
度
八
。
・
四
%
、
一
二
八
年
度
八
二
・
二
%
、
三
九
年
度
八
七
・
五
%
、
四

O
年
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第4表藻類の生産と出荷状況

突然 の り わ カミ め

No地区名鞠 l 
額|出荷先 生産量(金 額|出荷先別生産量金

1 出 弁晶え国然叫6均2 
円

266，200 
行 商 157，500 個人販売

同
12，1501 1，701，00円0 31，200 472，000 

2 1成生1~ Iωgl B 133，700 
22，640|!尽都海市苔市場売1
422，400及び内直

2山叫漁連出荷

3 1野原1~ 142，ω 9ω，州行 商 !η，200|山 商
3，000! 不明

4 1小橋1~ [ 1M印14，m400| 舞鶴市場

5 1三浜|会 1
20
，76 m 州地克販売 1

1，6竺|山仏州市内販売

6 [舞鶴|B15W01692叫地一売|山0|州問腎漁連，地克
A 187: 0001 1， 131， 0001 :tIR 7巳 32，3601 3， 492， 600 

7 1栗田1~ 1 11， ~羽山4，川小売，地対中|
412! 47，774買人 l 

8 1宮津|合| 1880| 叫州小売 i
2731 27，510 

9 [溝尻1~ 1 
1O[養老!21

一
11，;ii! 

川 0刊小売

11[伊根[~ 17，200| 叫叫地了売 1 叫 5竺|地主売

12伽崎1~ [6，71 88，5301 地主売| 肌 5竺|閥、連出荷

131朝割合|口竺|
46，200| 地了売| 8附竺(京主主出荷

14[本庄浜1~ 110，00 138，000| 地了売| 781， 6~1 京漁連出荷

151蒲入1~ 149，610 687，4 一一 1， 3001 118，879 

161下宇川[~ [67，6竺11，217，9
B I -1 出荷京 1，2251 230， 62 

17 1竹野1~ 130，260| 4即

18 1間人1~ 166，8101 999，7011同 上い，附刊問~I京漁連，地克
一 4641 26，440売

191島津|会 1
9
，0竺| 176，0竺|小 売!日∞1

4，0川
5101 92，40売

20 1網野1~ 132，7竺| 制 4竺|採取者直売| 795，760| 東漁連

21 1浜詰1~ 165， 50011， 254，州地克売戸，9301仏間川不
B 一一一 3331 54，982 

明

221 湊 1~ 1川町 411，8竺|地元仲買人y'叫仏7川叫神，但馬，1 1， 8641 209，220姉元
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度
八
八
・
五
%
と
推
移
し
、
魚
類
の
み
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
が
九
一
・
四
%
、
八
九
・
七
%
、
八
九
・
五
%
、
九
四
・
三
%
、

九
六
・
七
%
と
伸
び
て
い
る
。
貝
類
は
五
O
%
、
藻
類
は
僅
か
五
%
で
藻
類
の
共
販
率
が
著
し
く
低
い
。
こ
れ
は
そ
の
生
産
が
地
区
的
に

偏
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
「
テ
ン
グ
サ
」
は
府
下
で
は
網
野
海
岸
の
み
で
生
産
さ
れ
、
こ
こ
で
は
テ
ン
グ
サ
は
網
野
漁
協
が
府

漁
連
か
ら
独
立
し
て
長
野
県
諏
訪
に
契
約
出
荷
し
、
年
商
額
は
五
百
万
円
で
あ
る
。

又
、
若
布
・
海
苔
に
つ
い
て
は
そ
の
販
売
が
近
世
以
来
行
商
を
主
と
し
た
歴
史
的
伝
統
を
今
に
継
承
し
、
野
原
・
瀬
崎
、
一
二
浜
で
は
そ

の
生
産
の
大
部
を
婦
女
子
の
行
商
で
長
野
・
一
二
重
・
福
井
・
兵
庫
・
京
都
に
販
売
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
三
年
度
の
水
産
統
計
原
簿
を
資
料
と
し
て
藻
類
の
生
産
と
出
荷
を
表
化
し
て
見
る
と
第
四
表
の
如
く
に
な
る

av

貝
類
は
舞
鶴
湾
、
湊
浜
の
養
殖
カ
キ
で
五
O
%
を
占
め
、
他
に
天
然
サ
ザ
エ
が
大
半
を
し
め
て
い
る
。
真
珠
養
殖
は
千
歳
・
東
舞
鶴
・

田
所
・
粟
田
・
宮
津
・
湊
で
行
な
わ
れ
る
宮
津
で
七
O
%
を
生
産
す
る
。
こ
の
流
通
は
漁
連
を
通
ら
な
い
。

以
上
の
様
に
共
販
の
本
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
魚
類
で
あ
る
。
京
阪
神
大
消
費
地
に
至
近
の
地
に
あ
る
舞
鶴
・
宮
津
を
主
と
す
る
丹

後
の
産
地
市
場
は
活
魚
・
鮮
魚
の
も
っ
と
も
敏
速
な
供
給
可
能
地
域
で
あ
る
か
ら
、
魚
価
は
西
日
本
の
産
地
市
場
で
最
も
高
い
。
資
料
は

若
干
古
い
が
一
九
六
五
年
の
全
国
平
均
魚
価
は
一
キ
ロ
当
り
五
一
円
で
あ
る
が
京
都
府
平
均
は
七
六
円
で
あ
る
。
特
に
鯵
・
鯛
・
鯛
・
す

ず
き
・
め
ば
る
・
飽
・
栄
螺
・
カ
キ
・
蟹
(
松
葉
ガ
ニ
)

-
え
び
・
い
か
・
若
布
は
一
二
O
%
以
上
の
高
値
を
保
持
し
て
い
る
。

魚
価
が
高
い
と
言
う
事
は
鮮
度
が
よ
い
か
ら
で
、
そ
れ
は
水
揚
地
か
ら
の
短
時
間
直
送
が
可
能
の
故
で
あ
る
。
こ
の
地
理
的
有
位
性
か

京
都
府
沿
海
の
産
地
市
場
の
性
格
を
次
の
よ
う
に
変
貌
さ
せ
て
い
る
。

l 

中
継
的
集
散
地
市
場
的
性
格
の
強
化

魚
価
の
高
水
準
と
言
う
有
利
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
絶
対
集
荷
量
が
年
間
二
万
ト
ン
内
外
で
あ
る
の
が
舞
鶴
・
宮
津
の
実
態
で
あ
る
o

ど
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昭和40年府漁連出荷状況

I ~ I B \針~tl B/C I D I E ¥ E4平当i
向ぺ 回一一i物中漁 合計移入率 出荷率要に対する

連取扱且旦移入量 数量数量 漁連供給率i

査19叫，941t 113， 710 t I 29%ト3.305 405 t 1 3，0% ム26% I! 
思卜5円/kgI ート16円ベ80 76 

第5表

う
し
て
も
、
移
入
物
(
レ

l
ル
物
と
称
す
る
)
を
増
加
し
て
、
需
要
に
答
え
ざ
る
を
得
な
い
一

九
六
五
年
の
京
都
府
(
漁
連
扱
)

の
実
態
を
示
す
と
第
五
表
の
如
く
で
あ
る

az

こ
こ
で
言
う
地
元
と
は
京
都
府
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
三
六
年
度
は
取
扱
高
二
万
ト
ン
を
越

え
た
が
周
年
の
地
元
売
り
八
二
・
一
%
、
他
府
県
出
荷
一
七
・
九
%
。
そ
れ
が
四
年
立
っ
た
昭

和
四

0
年
度
に
は
地
元
売
り
九
七
%
と
な
り
、
出
荷
は
僅
か
に
三
%
で
あ
る
。

つ
ま
り
京
都
府
沿
海
の
産
地
市
場
は
京
都
府
の
鮮
魚
供
給
基
地
と
し
て
の
責
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
年
々
増
加
す
る
人
口
に
対
す
る
水
産
物
供
給
地
域
と
し
て
販
売
上
の
有
利
性
を
益
々
強

め
て
い
る
。

属
地
水
揚
が
不
足
す
れ
ば
す
る
程
、

レ
ー
ル
物
の
依
存
は
強
化
さ
れ
る
。
第
六
表
に
よ
る
と

昭
和
三
五
年
か
ら
レ
ー
ル
物
が
急
増
し
、
四
十
年
代
に
は
取
扱
量
の
三
十
彪
近
く
に
達
す
る
に

、
こ
つ
こ
O

T
U
ナ
t

w

争
J

こ
の
異
常
な
数
字
の
変
化
は
漁
連
共
販
強
化
の
一
過
程
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

と
言
う
の
は
昭
和
三
十
四
年
ま
で
は
レ

1
ル
物
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
仲
買
人
組
合
が
漁
連

と
は
別
箇
に
舞
鶴
・
宮
津
に
存
在
し
、
そ
の
集
荷
・
販
売
に
つ
い
て
は
両
者
は
競
合
関
係
に
あ

っ
た
が
遂
に
仲
買
人
が
漁
連
の
資
本
力
に
屈
伏
し
た
の
が
昭
和
三
五
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
一

の
時
期
で
あ
る
。
筆
者
の
照
会
に
対
し
漁
連
は
左
記
の
回
答
を
寄
せ
、
此
の
間
の
事
情
を
説
明

し
て
い
る
。
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縄
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叫
出
{
斗
向
酬
で

I
F品
S
S益社口

町

v
h扇
巴

一

一

に

己

一

一

一

一

一

一

『

に

巳

広

l'-o 
<0 

む3
Cコ

む3
ト~

w 
w 

弘3
~ 

乙o
tn 

w 
σ3 

w 

"'" 

~ 

ιο 
にD

~ 
l'-o 

トa
<0 

「
昭
和
三
十
六
年
六
月
、

レ
ー
ル
物
を
取
扱
う
舞
鶴
水
産
仲
買
協
同
組
合
か
ら
本
会
に
対
し
、

レ
ー
ル
物
販
売
品
の
取
引
条
件
に
対
し

要
求
申
し
入
れ
に
端
を
発
し
、
同
組
合
と
の
聞
に
紛
争
が
生
じ
、
約
一
ヶ
年
間
擢
販
売
業
務
が
停
止
し
、
乱
買
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
漁

連
集
荷
が
着
々
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
た
の
で
、
一
ニ
十
七
年
七
月
、

レ
ー
ル
物
は
一
括
漁
連
が
取
扱
い
、
仲
買
人
に
売
渡
す
方
式
で
一
応

の
妥
結
を
見
る
」
。

右
の
如
く
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
仲
買
人
が
漁
連
体
制
に
吸
収
さ
れ
た
と
言
う
事
実
に
他
な
ら
な
い
。

府
漁
連
が
こ
の
様
に
強
力
化
し
た
の
は
資
本
の
集
中
が
強
く
す
す
め
ら
れ
た
結
呆
に
他
な
ら
な
い
。

第
七
表
は
共
販
の
進
展
と
府
漁
連
の
資
本
の
集
中
の
大
要
を
表
化
し
た
も
の
で
あ
る

av

消
費
地
市
場
資
本
、
特
に
京
都
中
央
卸
売
市
場
と
の
結
び
つ
き
、
生
産
整
備
体
制
の
充
実
を
目
ざ
し
て
の
融
資
機
関
た
る
「
農
林
中
央

金
庫
」
と
の
結
び
つ
き
、
共
販
体
制
の
資
本
的
基
盤
を
確
立
し
、
京
都
中
央
卸
売
市
場
の
大
株
主
と
な
り
、
京
都
市
場
に
お
け
る
恒
常
出

荷
の
先
駆
権
を
樹
立
し
、
そ
の
組
織
力
に
よ
り
商
業
資
本
(
問
屋
資
本
)

の
介
入
の
余
地
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
消
費
地
卸
売
市
場
資
本

が
産
地
市
場
に
投
資
を
す
る
例
は
必
ず
し
も
す
く
な
し
と
し
な
い
が
、
産
地
市
場
資
本
が
消
費
地
市
場
に
投
資
し
、
そ
の
販
売
権
を
纏
保
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第7表昭和g年......44年聞の府漁連の進展

No.1昭和年月| 経 過

1 9. 4 宮津，舞鶴の魚問屋販を京売斡都府旋所水新産会が買収，水産会販売斡旋所と
して発足，久美浜に 設する。

2 12. 12 京都府漁業組合連合会設立(漁業法による) (府漁連と称する)

3 13. 1 府茂漁連， r日京詰都府久水美産会の一切の事業承継叛す事。業吉原開始，す宮津T閑人
浅川，浜， 浜各販売所にて「共 を

4 13. 2 新舞鶴販売所を買収す。

5 16. 2 全織国に率本先して従府来漁の出経荷業営務をもって京都代府行鮮魚出荷組合を組
せしめ 会( ノ漁ニヒ、連) の出荷業務を せしめ，以って集
荷，配給出荷の完 なる一元統制をはかる。

6 18. 11 法の改正，すなわち，水産業団体法の施行により，京都府水産業
会設立，

7 18. 12 法の改正により，旧府漁連の事業を府水産業会承継す。

8 19. 1 江尻魚問屋を府水業会が吸収し，共同販売所として直営する。

9 19. 6 地元漁業会に経営委託中の間人網野を共同販売所として直営する。

10 19. 7 
かくてn行茂に政京111庁都l 浜の府指詰定すwる府浜浜下詰語共岸同降揚販売地江所尻9をケE所網Z位(吉)乙移原す，。寓津経，営Fs' 
人，浅 産，久会美の，新す舞鶴，江， 野の市場 を
名実共 水 直営とる。

11 24. 10 
終立戦当後時泊の法組官改合正に出伴勺て水舞立，京斥踊当都業l時ι府会t漁の尻業業z窓ー阿割合承，連継舎す会設本jで参部あ立，を(設舞支
鶴にく 津)支所京都，東府 間務人切，網を野，浜詰 久
浜に置出張所を設置す。設 の出資1，000口3，000万円 った。

12 25. 2 東舞鶴漁協の設立，同時に加入す。

13 25. 3 宮津製氷KKの株23，000株承継す。

14 26. 12 栗田生産組合設立され，加入す。

15 29. 5 京都魚市場KKの株5，000株取得。

16 32. 4 吉津漁協設立され加入す。

17 36. 5 支所，宮出張津所への施設荷，設備の整備進展し，東海岸地区の漁港より
舞鶴， の集強化さるo

18 37. 8 農林連中央取金庫の増資，5株70株5;280株引受け，従来の単協拠出額と合せ
府漁の得株22 となる。

19 38. 6 京都魚市場KKの増資引受け，取得株合計10，367株となる。

20 42. 11 農林中央金庫の増資引受け，取得株合計43，610株となる。

21 44. 2 京都魚市場KKの増資引受け，取得株合計10，367株となる。

22 44. 6 

車協鶴喜の!合四豊州所富都 2九が吉，豊舞師大O鶴富u耕型漁，漁滋6協民，に1合8と0吉万併して糊成凶巴糊す， 〈瀬Eと共F崎，にP千晶 東E 浜併，神崎 )が る 併久美

津湊員漁組，合は25良，，出し栗資， ， 漁津円協，となとなる。り，日 合月現在し
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し
て
い
る
例
と
し
て
も
洋
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
(
地
方
市
場
先
売
権
と
も
考
え
ら
れ
る
)
。

昭
和
三
十
六
年
ま
で
の
問
屋
扱
い
の
レ

l
ル
物
ま
で
が
四
十
年
代
に
は
完
全
漁
連
流
通
体
制
の
中
に
吸
収
さ
れ
た
資
本
的
基
礎
は
第
七

表
に
よ
っ
て
そ
の
推
移
が
明
ら
か
で
あ
る
。

2 

現
共
販
体
制
下
に
流
通
形
態

統
計
的
資
料
が
整
備
さ
れ
て
い
る

S
お

1
却
の
五
ヶ
年
間
の
府
漁
連
の
平
均
数
字
を
も
っ
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
平
均
取
扱
笑
績
は
一

万
六
千
八
百
二
十
五
ト
ン
で
、
地
元
売
り
九
二
形
、
他
府
県
出
荷
八
%
と
な
っ
て
い
る
(
四
十
年
に
は
九
七
%
、
コ
一
%
と
な
っ
て
い
る
事

は
既
述
)
。
五
ヶ
年
間
平
均
の
海
上
水
揚
は
八
一
・
九
%
、

レ
ー
ル
物
一
八
・
一
%
(
四

0
年
度
は
二
O
%
を
こ
え
た
)
で
あ
る
。

倍
、
地
元
売
り
の
内
容
で
あ
る
が
、
漁
連
販
売
所
別
の
仲
買
人
、
買
付
人
の
数
と
そ
の
取
扱
数
量
の
概
要
は
第
八
表
の
如
く
で
あ
る
。

府
内
の
加
工
・
練
製
品
の
原
料
消
費
量
は
約
二
万
ト
ン
で
あ
る
が
府
内
水
揚
供
給
量
は
二
、
二

0
0ト
ン
で
一
O
%
内
外
の
供
給
し
か
出

来
な
い
。
出
荷
が
又
、
極
め
て
す
く
な
く
、
京
都
府
中
央
卸
売
市
場
に
五
八

0
ト
ン
か
ら
六

0
0ト
ン
程
度
、
府
外
出
荷
は
二

0
0ト
ン

に
み
た
な
い
。
京
都
中
央
卸
売
市
場
が
集
荷
す
る
生
鮮
魚
及
び
加
工
製
の
府
県
別
数
量
を
調
査
し
て
見
る
と
第
九
表
の
如
く
で
、
生
鮮
物

に
つ
い
て
み
れ
ば
八
万
ト
ン
近
い
取
扱
高
に
対
し
僅
か
に
五
二
七
ト
ン
の
出
荷
で

0
・
七
%
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
加
工
品
に
つ

い
て
は
生
産
高
二
万
ト
ン
中
約
一
O
M
で
京
都
中
央
市
場
出
荷
で
、
こ
れ
も
又
僅
少
な
数
量
で
あ
る
。

然
ら
ば
如
何
な
る
仕
向
け
が
主
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
を
示
す
の
が
第
一
O
表
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
水
揚
量
の
約
五
O
%
が
行
商
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

こ
れ
以
外
に
、
特
に
婦
女
子
に
よ
る
一
般
行
商
が
相
当
量
を
し
め
て
い
る
の
で
、

三
、
五

0
0ト
ン
は
府
漁
連
の
仲
買
人
、
買
付
人
と
し
て
セ
リ
に
参
加
し
た
行
商
人
に
よ
っ
て
行
商
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
行
商
は

一
応
漁
連
は
そ
の
量
を
一
、
五

0
0ト
ン
に
達
し
て
い



数(漁連資料)

業 穫 別|加工業|練製品業|出荷業|庖舗売|列車行商|地元内行商|その他 1 言十

.~とI S40 I S叫 40I 44 I 40 I 441 40 I 44 I 40 I 441 40 I 44 J 40 I 44 I 40 I 44 
舞 鶴 24 22 26 24 10 12 29 29 38 34 41 48 7 168 176 

宮 津 29 24 18 18 3 2 16 21 4 10 8 80 73 

東 舞 鶴 1 21 23 1 23 23 

関 人 16 4 2 3 3 8 43 43 一 64 581 
網 野 1 1 7 7 9 37 15 46 31 

湊 1 I l 2 9 6 17 15 一 28 24 
久 美 浜 2 2 1 1 2 5 一 10 10 15 18 

計 73 53 46 43 16 24 79 97 51 40 158 139 1 7 424 403 

44年仕向量 2，200 t 800 t 1，500 t 後 3.500 (5， 000) 150 (10，650) 

人買仲見1)所売販第8表

出
杭
仕
同
窓
朴
問
要
以
闘
の
か
E
U明
記
加
も
口
吋
お
閣
制
鰍
奨
Q
餐
再
再
出
掛
恕
泌
欧

3，500は仲買人，買付人取扱量 (5，000)は1般行業を含む量。号令

H
N
N
 



量甲刀県府荷集の場市売卸突中鵡表制

共
販
体
制
下
に
あ
り
な
が
ら
単
協
独
自
の
計
算
(
独
立
採
算
の
も
と

で
)
に
よ
る
流
通
形
態
が
昭
和
四
十
年
代
に
伊
根
を
は
じ
め
、
田
井
・
成
生
・
栗
田
等
に
お
い
て
発
生
し
つ
つ
あ
る
o

す
な
わ
ち
、
活
魚

世
荷
で
あ
る
。
伊
根
の
場
合
は
七

O
名
の
一
本
釣
漁
師
が
、
「
モ
ー
タ
ー
船
利
用
の
釣
組
合
」
を
結
成
し
、
八
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
二

ひ
数
個
の
生
賛
を
作
成
し
、
釣
魚
を
蓄
養
し
、
こ
れ
を
大
阪
京
都
に
活
魚
出
荷
し
て
い
る
翁
〉
O

222 

生鮮冷凍 力日 工

山 口 13，691トン 兵 庫 6，047トン

福 岡 12，505 静 岡 5，110 

長 崎 12，289 北海道 4，517 

大 阪 6，830 大 阪 3，360 

佐 賀 4，117 京 都 2，325 

東 京 3，841 島 根 1，537 

兵 庫 3，757 一 重 1，410 

静 同 2，664 宮 崎 1，288 

一 重 1，874 東 京 821 

千 葉 1，816 神奈川 669 

(中 略) (中 略)

京 都 527 

Jロ'>.. 計| 計| 36，266 

る
も
の
と
推
定
す
る
。
行
商
形
態
は
卸
売
形
態
と
小
売
形
態
が
あ
る

が
、
舞
鶴
の
そ
れ
は
卸
売
を
主
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
別
称
「
朝
市
出

荷
」
と
も
呼
ば
れ
、
綾
部
・
福
知
山
、
兵
庫
県
水
上
地
方
の
柏
原
・
成

松
、
多
紀
郡
の
篠
山
の
魚
市
場
・
魚
菜
市
場
に
、
小
型
自
動
車
を
用

ぃ
、
又
は
、

一
番
列
車
で
出
荷
す
る
。
道
路
整
備
・
自
動
車
交
通
の
普

中央卸売市場年報 (S41)

及
に
よ
り
朝
市
出
荷
型
が
次
第
に
規
模
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
o

小
売
も

消
費
者
各
個
に
小
売
す
る
以
外
に
、
山
間
の
小
部
落
の
食
糧
品
庖
等
に

卸
的
な
小
売
を
す
る
も
の
多
く
、
京
都
府
は
勿
論
、
兵
庫
県
の
山
間
地

帯
あ
ま
ね
く
鮮
魚
の
販
売
網
は
普
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
鮮
魚
販
売
用
一

冷
蔵
シ
ョ
ウ
ケ
l
ス
の
普
及
に
伴
っ
て
生
鮮
冷
凍
魚
の
消
費
増
加
に
よ
一

資料

る
も
の
で
あ
る
。

又
、
宮
津
市
西
部
の
栗
田
湾
に
は
長
崎
県
五
島
の
活
魚
蓄
養
池
が
設
置
さ
れ

av
五
島
よ
り
宮
津
ま
で
活
魚
輸
送
に
よ
っ
て
鯛
・
師

が
送
ら
れ
、
宮
津
か
ら
京
阪
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
大
消
費
地
に
近
接
し
た
活
魚
供
給
基
地
と
し
て
京
都
府
沿
岸
地
域
は
最
近
重
視
さ
れ
て



京都府鮮魚行商概要表(昭和41年度府漁連調査)

えミ
行商従1人1日当販売年間当 1 行商者の 行商の比重

数量|金額
人動日数稼

販売先地域と割合 行商者の仕入れ方法
事者数 販売方法 (取扱量中の行商比)

人 kg 円 日
綾氷部上4多0紀%，20揺%知山40%，舞 鶴 66 96 7，700 300 買付人としてセりに参加主として卸売8，53ltω中の28%(B;

宮 津 10 10 900 300 宮津30，与謝郡70% 同 上 主として小売A 3，180ーt号制B18% 

東 舞 鶴 一 A 52 t B 0 
p~当喝

間 人 53 181 1，400 300 丹後町40%，中郡60% 寅付人としてセリに参加主として小売A 854 t B32% 

網 里子 34 131 1，000 300 網野町30%，中郡70% " " A 704 t B14% 

湊 21 20 1，600 300 熊野郡65%，豊岡市35% " " A 214 t B42% 

久 美 浜 6 571 4，600 300 熊野郡50%，豊岡市50?長 " " A 192 t B52?ι 

B25% 

備考……木表の行商者とは漁連販売所の寅付人・仲買人中行商を営む者で，此の他に行商を営む者多数あるも本表

M
m
広
君
紗
割
安
以
閥
均
↑
思

υh伺
間
繰
b
u司
お
閣
制
鰍
媛
Q
餐
習
時
相
謀
総
点

第10表、

には含まれていない。一般行商取扱量は木表取扱者の40%位と推定する。

σコ
小羽
小3
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い
る
。
蓄
養
地
と
し
て
の
自
然
条
件
と
流
通
条
件
の
す
ぐ
れ
た
地
域
以
外
に
立
地
困
難
な
生
産
形
態
で
あ
る
か
ら
、
現
段
階
に
お
い
て
は

漁
連
に
よ
る
共
販
体
制
と
は
別
個
の
流
通
形
態
を
と
り
、
生
産
(
漁
獲
)

-
蓄
養
・
販
売
の
短
絡
が
要
求
さ
れ
、
耀
取
引
よ
り
も
相
対
取

引
を
主
と
す
る
流
通
形
態
が
大
部
分
を
し
め
て
い
る
。

五

結

び

以
上
の
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
結
び
と
す
る
。

1 

京
都
府
沿
海
地
域
は
我
国
に
お
い
て
最
も
早
く
漁
民
の
組
織
化
が
進
み
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
共
販
体
制
が
成
立
し
た
。

漁
民
組
織
は
既
に
近
世
封
建
社
会
に
お
い
て
商
業
資
本
の
収
奪
に
対
す
る
自
衛
策
と
し
て
舞
鶴
・
宮
津
を
中
核
と
し
て
進
展
し

2 
た。

3 

漁
民
組
織
と
商
業
資
本
の
力
関
係
が
伯
中
し
共
販
の
初
期
的
形
態
が
成
立
し
た
の
は
明
治
二
十
年
代
で
あ
る
。

4 

商
業
資
本
が
漁
民
の
組
織
体
た
る
漁
協
連
合
体
(
漁
連
)
の
流
通
体
制
に
吸
収
さ
れ
た
の
は
昭
和
九
年
(
一
九
三
四
)
で
あ
る
。
一

5 

漁
連
に
よ
る
流
通
の
一
元
統
制
は
舞
鶴
・
宮
津
の
二
中
核
産
地
市
場
に
よ
る
水
揚
集
中
形
態
を
成
立
せ
し
め
た
。

6 

漁
連
共
販
に
よ
る
流
通
形
態
は
地
元
(
京
都
府
)
に
対
す
る
行
商
販
売
を
主
と
し
て
成
立
せ
し
め
、
中
央
市
場
出
荷
を
極
め
て
す

く
な
く
し
た
。

7 

産
地
市
場
と
し
て
の
漁
連
販
売
所
と
消
費
地
と
し
て
の
地
方
都
市
村
落
と
の
結
合
は
近
世
以
来
の
歴
史
的
慣
習
に
よ
る
こ
と
が
多

L 、。
8 

生
鮮
食
料
品
の
冷
凍
蔵
技
術
の
進
歩
、
冷
蔵
庫
の
普
及
は
農
山
村
に
水
産
物
の
消
費
増
大
を
成
立
せ
し
め
、
行
商
は
生
鮮
水
産
物



供
給
の
手
段
と
し
て
そ
の
意
義
を
増
大
し
た
。

9 

京
都
に
お
け
る
漁
連
共
販
に
よ
る
水
生
物
流
通
形
態
は
流
通
資
本
の
大
都
市
集
中
に
よ
る
流
通
形
態
の
矛
盾
を
排
除
し
、
産
地
消

丹後沿海地域の漁業生産および流通に関する歴史地理学的研究

費
地
を
合
理
的
に
結
合
し
た
も
の
と
し
て
意
義
深
い
。

10 

共
販
の
進
展
は
今
後
産
地
生
産
形
態
の
変
化
を
誘
発
し
、
漁
連
に
よ
る
生
産
経
営
を
進
展
せ
し
め
る
と
推
察
す
る
。

詮
お
よ
び
参
考
文
献

(

l

)

統
計
調
査
事
務
所
の
水
産
統
計
に
は
な
い
、
漁
協
の
業
務
報
告
又
は
経
営
体
の
直
接
調
査
に
よ
る
他
に
事
実
確
認
は
困
難
、
本
稿
で
は
現
地
調

査
で
確
認
し
た
。

(
2
)

』・岡山ーの

E
Z
(包
誌
で
、
H，
F
o
h
F
ω
Z
1
2
0
h
開

E
g百
四
u

H

】
℃
同
日
∞

Z
Z
A
F
C
-
∞
己
7
W
8
2
H
L
P
F
S門目。ロ・

(
3
)

岩
崎
英
精
(
一
九
五
四
)
、
京
都
府
漁
業
の
歴
史
、
三
八
七
頁
、
京
都
府
漁
連
連
刊
行
。

(
4
)

水
産
事
情
調
査
所
(
一
九
五
一
)
、
若
狭
湾
漁
業
利
用
状
況
調
査
ノ
一
三
六

2
二
O
八
水
産
事
情
調
査
所
。

(
5
)

羽
原
又
吉
三
九
三
五
)
、
丹
後
伊
根
浦
の
締
株
制
と
の
経
済
史
的
発
展
、
社
会
経
済
史
学
五

l
八。

(
6
)

締
差
網
か
ら
鮒
落
網
へ
の
技
術
推
移
は
(
3
)
に
詳
し
い
。

(
7
)

一
九
七
O
年
八
月
、
国
井
・
漁
協
調
査
に
よ
る
。

(
8
)

統
計
資
料
の
扱
い
方
、
解
釈
の
異
な
る
ま
ま
、
府
漁
連
は
五
年
毎
に
流
通
点
笑
体
に
焦
点
を
お
い
て
(
京
都
府
沿
海
の
水
産
統
計
)
を
刊
行
し

て
い
る
。
最
近
分
は
四
五

O
年
版
で
あ
る
。

(
9
v

田
中
豊
治
(
一
九
七
一
)
、
水
産
物
消
費
市
場
の
流
通
形
態
の
変
化
と
産
地
市
場
、
歴
史
地
理
学
紀
号
、
十
コ
一
。

〈

mv
前
掲
(
3
)

〈
立
)
京
都
水
産
課
送
付
史
料
(
前
掲
(
3
)
の
引
用
と
推
定
さ
る
)

(
U
)

〈
臼
)

(

H

)

前
掲
(
3
)

225 



226 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 

う
。伊追前悶
根掛掲光
役史?夫
場料ヰ(
史に一一
料つ四九
にい九三
よて頁九
る筆のて
。者史叫
役の料 fE
場照よ ι
吏会り宗
員にイ乍皐
に対国主
よすす立
るる 02号
と京芸
同都 ZE 
史水盆
料産問

イ中
は課聞
岩の !Fi 
崎田主
英答ヌ
精史よ
氏料主

主モ間
再2 理
後。日
伊山

宇
霊社
損蚕
業謡
史
」済

をさき

作 盟
製禿
の
目
的
で
蒐
集
さ
れ
た

史

料

と

一O
t二。

前
掲
(
日
)

以
下
の
要
約
は
前
掲
(
3
)
、
京
都
府
水
産
課
回
答
史
料
、
府
漁
連
の
歩
み
、
京
都
府
沿
海
の
水
産
統
計
と
参
考
に
て
作
製
し
た
。

前
掲
①
二
五
五
頁
に
島
根
県
塩
浜
村
の
実
例
と
し
て
記
し
て
い
る
。

丹
後
町
水
産
課
に
お
け
る
き
き
と
り
に
よ
る
。

京
都
府
水
産
課
照
会
に
対
す
る
回
答
史
料
。

京
都
大
学
地
理
大
学
教
室
(
一
九
五
五
)
、
若
狭
湾
漁
業
の
地
理
学
的
研
究
、
地
域
調
査
、
特
に
織
田
・
末
尾
の
論
文
。

前
掲
(
日
)

前
掲
(
3
)
一
二
一
一
頁
の
史
料
に
よ
る
。

京
都
府
(
一
九
六
七
)
、
沿
岸
漁
業
経
営
近
代
化
改
善
調
査
報
告
書
、
七
八

t
八
九
頁
。

漁
連
統
計
。

漁
連
刊
行
の
「
府
漁
連
の
歩
み
」
「
京
都
府
沿
岸
の
水
産
統
計
」
を
資
料
と
し
て
作
製
す
。

昭
和
四
五
年
の
現
地
調
査
。

田
中
豊
治
(
一
九
七
二
)
、
離
島
地
域
に
お
け
る
水
産
物
流
通
機
構
の
変
貌
、
九
州
経
済
調
査
会
月
報
、
四
七
、
八
。




